
鎌倉から戦国にいたる中世という時代は、とりわけ武

家を中心とした治乱興亡が注目される史上もっとも人気

の高い時代ですが、小地域ごとの歴史の実態は不明な点

が多いとされています。しかし、視野や方法を広げてみ

れば、思いのほか多様な中世資料が残されているのも事

実です。

今回の展示では、中世における東葛飾の庶民の暮らし

ぶり、信仰や地域性、さらに地域を越えた物の流通の実

態などを浮き彫りにします。

圜市立博物館Q384  ―8181

梵鐘〔文正2 年(146ﾜ 年)4 月8日〕

千代田区四番町歴史民俗資料館

蔵

阿弥陀三尊立像（13世紀
末～14 世紀初頭）

柏市善照寺蔵

特別講演会企画展「中世の東葛飾―いのリ・くらし・まつりごと―」に関連

した講演会を行います。

期 日 内 容 講 師

10/21(1日)
｢出土陶磁器が語る戦国時代の東国―

その文化と商品流通―｣

国立歴史民俗博物館・小

野正敏氏

10/28(日)
｢中世の東葛飾―いのり・くらし・ま

つりごと―｣
市立博物館学芸員

11/11(1日)
｢江戸川流域の板碑文化―戦国時代を

中心に―｣

東国文化研究会・野口達

郎氏

各午後1時30分～3時　会場講堂　定員各80人（抽選）　費用無料

圃10 月12 日 銜 〔必着〕までに、往復ハガ牛に住所・氏名・電話番号・

希望日を記入して 、〒2ﾜ0-2252 松戸市千駄堀6ﾜ1　 市立博物館「特別

講演会」係(S384-82ﾜ2）へ

博
物
館

マ
ス
コ
ッ
ト
キ

ャ
ラ

ク
タ
ー
作
者
の
氏

名
は
似
内
（
に
た

な
い
）

真
知
子

さ
ん
で
す
。
お

詫

び
し
て
訂
正
し
ま

す
。

お

詫

び

と

訂

正

広
報
ま

つ
ど
９
月

５
日
号
掲
載

の
、

五香･･

案
内
図

■交通…新京成八柱駅 口Ｒ武蔵野線新八

柱駅下車徒歩巧分、または新京成バス小

金原団地行「公園中央口」下車徒歩1分

市
立
博
物
館
・
企
画
展 千

葉
胤
富
書
状
（
永
禄
九
年
二

五

五
六
年
）
二
月
二
九
日
〕

市
立
博
物
館
蔵

甕

・
片

口
鉢
（
十

五
世

紀
前
半
～

十
六
世

紀
前
半

）

我

孫
子
市
教

育
委
員
会

蔵

会期：10月6日(土)～11月25日(日)

時間：午前9時30分～午後5時(入館は午後

4時30 分まで)

休館日：月曜日、第4金曜日

(10 月8日(祝)は開館し、９日(火)は休館、

11 月23 日脚は開館)

会場：市立博物館企画展示室

観覧料

個 人 団体(20 人 以 上)
共 通観覧料 （企

画展・常設展）

一 般 300 円 240 円 500 円

・高校生・大学生 15O円 100 円 250 円
小学生・中学生 100円 60円 15O円

※常設展示観覧料とは別料金。
※毎月第2・4土曜日は小・中学生の観覧は無料です。

市 立 博 物 館友 の会( 仮 称) 設 立 準 備 会 へ の参 加 者 を 募集

市立博物館では、平成14年度中に友の会を設立するため、準備を進め

ています。この友の会は、松戸の文化や歴史に親しむ会員の皆さん自ら

の手により、会費収入を財源として運営される任意団体として、設立さ

れる予定です。会員の皆さんが自主的に学習し、相互に交流を深めてい

ただくとともに、市立博物館と連携して地域文化の向上に努めることを

目的とします。

そこで、市立博物館とともに、設立準備にたずさわっていただく人を

若干名募集します。(応募締め切り10 月15日(月))

※応募方法等詳細はお問い合わせください。

圖市立博物館内友の会設立準備会参力[]者募集係a384-8181

§･

人口と世帯

人口467,068 人 ［-卜369 ］

男235,474 人 ［+ 157 ］
冐

女231,594 人 ［-卜212 ］前

世帯185,436 世帯［+ 209 ］
昆

放置自転車の保管所の変更と放置

禁止区域の拡大について　　 ②

幼児・児童・生徒の安全確保

本庁地区に｢子育て支援センター｣

がオープン　　　　　　　　 ③

10月は都市緑化月間です　④⑤

情報チャンネル　　　　　 ⑥⑦

り r 4 ｀ 叭 -

「
松

戸

ま

つ

り

」

の

日

程

に

つ

い

て

今
年
の
「
松
戸
ま
つ
り
」
は
、
1
0
月
2
0
日
出
・
2
1
日
㈲
に
開
催
さ

れ
ま
す
。

圖
松
戸
ま
っ
ひ
実
行
委
員
会
（
商
工
会
議
所
内
）
登
3
6
4
・
3
1
1
1

？

ｌ

届 き ました か 調査票

もれなくご記入お願いします

現在、調査員が皆さんの各事業所に事業所・

企業統計調査の調査票をお届けしています。調

査票が届いたら、一緒にお渡ししました「調査

票の記入のしかた」をご覧の上、もれなく記入

してください。折ったり、丸めたり、汚したり

しないようにお願いします。調査票は10月１日

以後、調査員が受け取りに伺います。ご協力を

お願いします。

会社も､お店も､学校も､病院も。

事 業 所 一 企 業

平 成13 年10 月１日(月)

圖総務企画本部総務課統計係登

366-8056

地
下
鉄
1
1
号
線
（
半
蔵
門
線
）

の

松

戸

延

伸

の

早

期

実

現

と

地

下

鉄

８

号

線

（
有

楽

町

線

）

建

設

促

進

の

た

め

、

松

戸

市

と

都

内

二
区

（
葛

飾

・
墨

田

・
江

東

区
）
お
よ
び
千
葉
県
・
東
京
都

は

合

同

で

、

国

土

交

通

大

臣

、

営

団

総
裁

等
の
関

係

者
を

招

き

、

住

民
決

起
大
会

を

開

催
し

ま

す

。

1
1
号
線
は
平
成
1
5
年
春
に
水
天

宮

前

～

押

上

間

の
開

業

が
決

定

し

て

お

り

、

本

年

は

松

戸

ま

で

の
延

伸

を

実

現

す

る
上

で

重

要

な

大

会

と

位

置

付

け

ら

れ
て

い

ま

す

。

皆

さ

ん

の

ご

参

加

を

お

待

ち

し

て

い
ま

す

。

日

時

…
1
0
月

９

日

火
午

後

１

時

3
0分

か

ら

会
場
…
曳
舟
文
化
セ
ン
タ
ー
（
墨

田

区

）

※
会

場

ま

で

の

送

迎

バ
ス

を

ご

用

意

し

ま

す

の

で

、

当

日

午

前
1
1
時
に
、
衛
生
会
館
三
階

会

議

室
に

お
集

り
く

だ

さ

い
。

圃
1
0
月
１
日
ま
で
に
、
電
話

で

総

務

企

画

本

部

企

画

管

理

室

昔
3
6
6・
7
3
1
1

へ

松
戸
へ
地
下
鉄
を
延
ば
そ
う

地
下
鉄
8
・
1
5
号
線
建
設
促
進
住
民
決
起
大
会

統計調査

主な内容

中
世
の
東
葛
飾
～
い
の
り
・
く
ら
し
・
ま
つ
り
ご
と
～



放
置
自
転
車
の
保
管
所
の
変
更
と
放

置
禁
止
区
域
の
拡
大
に
つ
い
て

駅
周
辺
の
放
置
自
転
車
の
保

管
所
が
一
部
変
更
に
な
り
ま

す
馬
橋
自
転
車
保
管
所
の
新
設
に

伴
い
、
1
0
月
１
日
月
か
ら
放
置
自

転
車
の
保
管
所
を
別
表
の
と
お
り

一
部
変
更
し
ま
す
。

こ
の
変
更
は
、
自
転
車
保
管
所

二|　 … ……J …゙…7匸

尚二……･1撤 去 場 所
変更前

保管所

変更後

保管所

新松戸駅周辺

旭町

旭町

馬橋駅周辺

北小金駅周辺

小金城趾駅周辺

馬橋

の
効
率
的
運
営
を
目
的

に
し

た
も

の
で
す
。

※
９
月
末
日
ま
で
移

送
保
管
し
た

自
転
車
に

つ
い
て
も

保
管
所

が

変
更
と
な
り
ま
す

。
保
管
期
間

は
従
来
通
り
二
ヵ
月
で
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ

い
。

馬橋自転車保管所西
馬
橋
幸
町
四
の
一
二
　
登
叩
7
7

※
J
R
常
磐
線
馬
橋
駅
か
ら
徒
歩
約
二
分

づl･　内容 二　　　 対 象　 ‥ ‥‥ 支給額 受付時期

ｿ ﾂ゙ﾞ,-，

介護用品

支給事業

在宅で常時紙おむつ
等を使用する高齢者
を介護している家族
に対し、紙おむつ等
を支給します。

在宅高齢者で要介護3の認定者
月額3,000円相当沛民
税課税、非課税問わず）

10/11月)から在宅高齢者で要介護4～5の認
定者、または介護未認定で要介
護4～5と同程度と認められる
人(この場合は調査が必要です)

市民税課税世帯…月
額3,000円相当
市民税非課税世帯…
月額6,000円相当

保険料助

成事業。

介護保険料の一部を
助成することにより、
経済的負担を軽減し
ます。

第１号被保険者（65 歳以上）、
介護保険料が第1段階または第
2段階の人、前年の収入が生活保
護基準の1.2ｲ吝以内

介護保険料のおおむ
ね2分の1

io/io月)から

家族介護

慰労金

在宅で高齢者を介護
している家族に対し、
慰労金を支給します。

市民税非課税世帯の人で平成13
年4月１日現在、要介護4～5に
認定され、その後1年間介護保
険のサービスを受けなかった人

年額100,000円 随時

※申請方法等の詳細は高齢者福祉課までお問い合わせください。

圜高齢者福祉課s366  ―ﾜ346

返還日および時間（各保管所共通）

火曜日・木曜日午後4時～8時

土曜日午前10時～午後2時

※祝日および年末年始は除きます。

引き取りに必要なもの

氏名および住所を証明するもの

（免許証・健康保険証等）・自転車

のかぎ・移送保管料（自転車2,000

円，原ｲ寸4,000円）

自
転
車
の

放
置
禁
止
区
域

が

拡
大
し
ま
す

駅
前
の
生
息
や
歩
道
に
自
転
車

が
放
置
さ
れ
る
と
、
通
行
の
妨
げ

に
な
り
危
険
で
す
。

市
は
、
そ
の
対
策
と
し
て
「
松

戸
市
自
転
車
の
放
置
防
止
に
関
す

る
条
例
」
に
基
づ
き
、
1
0月
１
日

側
か
ら
松
戸
駅
、
八
柱
駅
、
常
盤

平
駅
周
辺
で
放
置
の
著
し
い
、
ま

た
は
放
置
の
お
そ
れ
の
あ
る
場
所

を
新
た
に
放
置
禁
止
区
域
と
し
て

指
定
し
ま
す
。

圖
安
全
課
昔
3
6
6
・
7
4
3
9

10 月１日(月)から 、

市のホームページ

で有料駐輪場の空

き状況等 がご覧い

ただけます。

URL

http  / ｗｗｗ.inter

ship.ｎｅ.jp厂mcity/

matsudo/bicycle/

下水道使用料・市営水道料金コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア で 取 扱 開 始

10月１日(月)から 、下水道使用料 ・市営水道料金のお支払いが、

コンビニエンスストアでもできるようになります。また、納入通

知書が圧着式のハガキ( は がして内容を見るもの) に変わります。

取扱店

●セブンイレブン●ローソン●ファミリーマート●デイリーヤマザ

キ●ヤマザキデイリーストア●サンエブリー●サークルＫ●サンク

ス●ミニストップ●am/pm●ココストア●セイコーマート(北海道

・関東地区) ●ポプラ●スリーエフ●セーブオン●ＨＯＴＳＰＡＲ(関

東 一東北 ・沖縄地区) ●コミュニティストア

※コンビニでお支払いできるのは、1O月１日(月)以降に発行された

バーコードの印刷されている納入通知書に限ります。

納入通知書は今までどおり､ 金融機関でもお支払いできます。

また、便利で確実な口座振替の制度もあります。専用の申込書

をお送りしますので、担当課までご連絡ください。

S･･下水道使用料に関するお問い合わせは､下水道普及課S366-7394

S･･市営水道料金に関するお問い合わせは､水道部総務課登3∠ロー0430

新京成五香駅付近における、

五香立体本線歩道部が10 月１

日(月)に開通します。これにと

もない、踏切が除去となり 、

歩行者の安全が図られます。

圖千葉県東葛飾都市計画事務

所街路整備課昔04ﾜ1 －6 ワー

1204

市営白井聖地公園の墓地使用者を募集

圖公園緑地課.0366-7380普通墓地145 区画

新たに指定する放

置禁止区域

既設放置禁止区域

【
募
集
内
訳
】

焼
骨
保
有
者
（
①
二
親
等
以
内
の

焼
骨
を
保
有
2
埋
火
葬
許
可
証
の

原
本
を
保
有
し
て

い
る
②
焼
骨

を

五
年
以
内
に
埋
蔵
で
き
る
人
）
＝
百

三

十
九
区
画

、
そ

の
他

＝
六
区
画

【
対
象
】

松

戸
市
ま
た
は
白
井
市

に
一
年

以
上
居
住

（
平
成
1
2年

９
月
2
5日

ま
で
に
住
民
登
録
）
し

て
い
る
人

で
、
白
井
聖
地
公
園

を
使
用
し

て

い
な

い
人

【
申
し
込
み
受
け
付
け
】

９
月
2
6日

水
～
2
8日

溺
午
前

９

時
～
午
後
４
時
　

会
場

市
役
所

本

館
二
階
大
会
議
室

・
白
井

聖
地
公

園
管
理
事
務
所
持
ち
物
①
申
し

込
み
申
請
書
（
※
）
②
切
手
を
張

っ
た
所
定
の
ハ
ガ
キ
③
印
鑑
④
世

帯
全
員
の
住
民
票
（
本
籍
・
世
帯

主

・
続
柄

が
記
載

さ
れ
て

い
る
、

平

成
1
3年
９
月
３
日
以

降
に
証
明

を
受

け
た
も

の
）

※
申
し
込
み
案
内
・
申
請
書
は
、

９
月
2
8
日
金
ま
で
、
市
役
所
公

園
緑
地
課

・
各

支
所

・
白
井
聖

地
公
園
管
理

事
務
所

・
白
井
市

役

所

で
配

布

し

て

い
ま

す

。

※

申

し

込

み

は

一
世

帯

一
区

画

に

限

り

ま

す

。

重

複

し

て

申

し

込

ん
だ
場
合
は
す
べ
て
無
効
と
な
り

ま

す

。

【
抽
選
】

1
0
月
1
1
日
木
午
前
1
0
時
か
ら

会

場

市

役

所

本

館

二

階

大

会

議

室

定

員

当

日

先

着

五

十

人

※

抽

選

の

結

果

は
、

後

日
（

ガ
キ

で
も

通

知

し

ま

す

。

※

駐

車

場

が
狭

い

の

で

、
電

車

・

バ

ス
等

で

ご

来

場

く

だ

さ

い

。

【
使

用

料

お
よ

び

管

理

料
】

当

選

者

に

納

入

通

知

書

を
郵

送

し

ま

す

の
で

、

必

ず
期

限

内

に

一

括

で

お

支

払

い
く

だ

さ

い
。

期

限

ま

で

に

納

付

が

な

い
場

合

は

、

辞

退

し

た

も

の
と

み

な
し

、
当

選

無

効

と

な

り

ま

す

。

納

入

期

限

い
1
1
1
1

一
月

９

日

窗

「
使

用

許
可

証

の

交
付

」

1
1
1
1

月
2
2
日

米

午

前

８

時
3
0
分

～

午

後

５

時

会

場

市
役

所

本

館

二

階

大

会

議

室

【
使
用
許
可
日
】

1
2月

１

日

出

あ
な
た
の
健
康

脳
卒
中
シ
リ
ー
ズ
二

脳
梗
塞
の
種
類

脳

の
血
管

が
詰
ま

る
と

、
そ

の
先
に
血
液
が
流
れ
な
く
な
り
、

脳
細
胞
に
栄
養

や
酸
素

が
供
給

さ

れ
な
く

な
り
ま
す

。
こ

の
状

態

が
持
続
す

る
こ
と
で

、
脳
細

胞

の
壊
死

（
脳
梗
塞
）

が
起

き

ま
す

。

脳
梗
塞

は
発
症

の
し

か
た
に

よ

っ
て
主
に
次

の
三

つ
の
種

類

に
分
け
ら

れ
ま
す

。

１
ラ
ク
ナ
梗
塞

脳

に

入

っ
た

動

脈

は
末

し

ょ

う

に

向

か

い
細

か
く

枝
分

か

れ

し

て

い

き
ま

す

。
こ

の
末

し

ょ

う

の
動

脈

に

高

血
圧

な

ど

で

高

い
圧

が
加

わ
り

続

け

る

と

、

血

管

壁

の

障

害

が
起

こ

り

、

動

脈

硬

化

が
生

じ
ま

す

。

そ

こ

に

血

栓

（
血

液

の
塊

）

が

詰

ま

っ
て

発

症

す

る

の

が
「

ラ

ク

ナ
梗

塞

」

で
す

。

日

本

人

で

は
こ

の

タ

イ

プ
の

脳

梗

塞

が
最

も
多

く

な

っ
て

い

ま

す

。
末

し

ょ
う

の

血

管

が
詰

ま

る

た

め

、

梗

塞

巣

（
脳

細

胞

が
壊
死
し
た
範
囲
）
も
十
五
㍉

未

満
と

小

さ

い
の

が
特

徴
で

す

。

高
血

圧

が
最

大

の
原

因

で

す

が
、

最

近

で

は

糖

尿

病

が

原

因

に

な

る
場

合

も
増

え

て

い
ま

す

。

２

ア

テ
ロ

ー

ム

血

栓

性
脳

梗

塞
頭
蓋
内
の
大
き
な
動
脈
や
脳

に
血
液
を
送
る
頚
部
の
動
脈
壁

内

に
余

分
な
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル

な
ど
が
沈

着

（
ア
テ
ロ

ー
ム
硬

化

）
し

て
、
血
管
の
内
腔

が
狭

く
な
り
血
流
障
害
を
生
じ
ま
す
。

こ
こ

に
血
栓

が
で
き
て
詰
ま

る

場
合
と

、
こ

の
部
の
血
栓

が
は

が
れ
、
そ

の
先

の
血
管
を
詰
ま

ら
せ

る
の
が
「
ア
テ
ロ

ー
ム
血

栓
性
脳
梗
塞
」

で
す
。
こ
の
場

合

は
大

き
な
血
管

が
詰
ま
り
ま

す

が
、
梗
塞
巣
は
あ
ま
り
大
き

く

な
ら
な
い
の
が
特
徴
で
す
。

こ

れ
は
動

脈
硬

化
が
徐
々
に

進
行

す
る
た
め
、
そ
の
部
分
を

通
ら

な
く
て
も
脳
に
十
分
な
血

液
を
送
れ
る
よ
う
に
他
の
血
管

が
発

達
し

て
く
る
た
め
で
す

。

高
血
圧

の
ほ
か
糖
尿
病
や
高
脂

血
症
な
ど
が
原
因
と
な
り
ま
す
。

３

心

原

性

脳

梗

塞

心

疾
患
が
あ
る
と
、
心
臓

の

内

側
に
血
栓
が
で
き
る
こ
と

が

あ
り

ま
す
。
そ
の
血
栓

が
血
液

の
流
れ
に
乗

っ
て
一
気
に
脳
ま

で
運
ば
れ
て
、
脳
の
血
管
に
詰

ま
っ
て
し
ま
う
の

が
「
心
原
性

脳
梗
塞
」
で
す
。

原
因

と
な
る
心
臓
病
は
不
整

脈

の
一
種
で
あ
る

「
心
房
細
動

（
心
臓

が
不

規
則

な
拍
動

を
繰
り

返

す
）
」
が
最

も
多

く
、
心
原
性

脳
梗
塞
の
約
七
割
を
占
め
て

い

ま
す
。
そ
の
他
、
心
臓
弁
膜
症

や
心
筋
梗
塞
が
あ

っ
て
も
、
心

臓
内

の
血
流
が
停
滞
し
て
心
臓

内

に
血
栓
が
で
き
る
こ
と

が
あ

り

ま
す
。

ア
テ
ロ
ー
ム
血
栓
性
脳
梗
塞

と
異
な
り
、
突
然
血
管

が
詰
ま

る
た
め
、
大
き
な
梗
塞
巣

が
で

き
や
す
く
、
他
の

タ
イ

プ
の
脳

梗
塞
と
比
べ
、
意
識
障
害
を
伴

っ
た
り
、
死
亡
す

る
割
合

が
高

く
な
っ
て

い
ま
す

。

（
松

戸

市
医

師
会

）

五香立体本線歩道部

(新京成アンダーパス)

が完成

在宅介護をサポートします～10月1日から介護用品支給事業と俣険料助成事業を開始～

八柱駅周辺 常盤平駅周辺



市では、保育所や学校への不審者侵入による事故を防ぎ、子どもの安全を確保するため、次の

ような対策をとります。

１　スクールパトロール

各学校や保育所等の周辺を毎日パトロールするとともに、公用車で外回りする市職員はもとよ

り郵便局関係者の協力を得て、学校等周囲の異状の有無について目配りします。

川井敏久

敬老の日

子どもたちの安全のために

２　学校等の安全対策の強化

安全対策に関するマニュアルを作成するととも

に、保育所にテレビ付きインターホンや携帯電話を

設置し、保育所と小学校の職員に携行用防犯ブザー

を配布するなど、安全対策の強化に努めます。

３　地域・家庭へのお願い

各地域や家庭には、子どもたちの安全について特

段のご配慮と、「こども110 番の家」の趣旨について

のご理解とその周知をお願いしています。

圖保育課S366  ―ﾜ351 、教）生涯学習本部企画管理

室公366ﾜ455

今
年
の
夏
は
、
７
月
は
大
変

な
猛
暑
だ
っ
た
も
の
の
厳
し
い

残
暑
も
な
く
、
近
ご
ろ
で
は
秋

の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
秋
と
い
え

ば
、
江
戸
川
河
川
敷
の
コ
ス
モ

ス
祭
り
が
松
戸
の
風
物
詩
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
、
冠

水
に
よ
り
中
止
に
な
っ
て
し
ま

吉
岡
さ
ん
（
右
）
と
談
笑
す
る
市
長

～子育ての応援をします～
本庁地区に『子育て支援センター』がオープン

北松戸保育所内「すくすくさぽーと21」六高台保育園内「CMS子育て支援センター」に加

え、本庁地区に新しい子育て支援センター「子育て支援センターチェリッシュ・サポート・シス

テム」が10 月1 日（月）に開設されます。

子育て相談に、電話や面接でお答えします

お気軽にご相談＜ださい。

308-  5880  (子育 て相談専用ダイヤル）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
：

子育て交流をお手伝いします　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
：

「チェリッシュフロア」プレイルームでお子さんを遊ばせながら親同士の交流もできます。子育て
：

い
ま
し

た
。
市

民

の
皆
さ

ん

が

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
で
育

て
て

き
た

コ

ス
モ

ス
だ
け

に
と

て
も

残
念

な
思

い
を
し
て

い
ま
す

。

さ
て

、
1
5日

の
敬

老

の
日

を

迎

え

、
市
で

は
長
寿

を
お

祝

い

す
る

た
め
に

、
年
度

内
に

七
十

七

歳
、
八
十

八
歳
、
九
十

九
歳
、

そ
し
て
百

歳
以

上

に
な
ら

れ

る

方
々

に
お
祝

い
金

を
贈
呈

し
て

い
ま
す

。

松
戸

市

内
に
お
住

ま

い
の
百

歳
以
上

の
方

々
は

、
今
年

度
中

に
百

歳
の
誕

生
日

を
迎
え

ら

れ

る
方

を
含

め
て
四

十
人

い
ら

っ

し

ゃ
い
ま
す

。

男

女

の
内

訳

を
見

ま

す

と
、

男
性
七

人

に
対
し

ま
し
て

女
性

三

十
三

人

と

圧

倒

的

で

す

が
、

全
国

で
も

、
一
万

五
千
四
百

七

こﾆ:Lこ と二二ご コごご ご ソ
- - - - - - - - -

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

お気軽にご利用ください

十

五

人

い

る
百

歳

以

上

の

方

の

う

ち

女

性

の

割

合

は

八

三

・

五

％

と

な

っ
て

お

り

、

松

戸

市

の

割

合

も

ほ

ぼ
同

じ

で

す

。

年

齢

別

で

は

、

市

内

の

最

高

齢

者

は

、

明

治
3
0
年

１

月

生

ま

れ

の

百

四

歳

の
女

性

で

、

第

二

位

は

同

年

８

月

生

ま

れ

の

百

四

歳

の

女

性

、

以

下

、

百

三

歳

が

四

人

、

百

二

歳

が

八

人

、

百

一

歳

が

十

三

人

、

百

歳

が

十

三

人

と

な

っ

て

い
ま

す

。

男

性

の
最

高

齢

者

は

百

一

歳

の

方

で

す

。

毎

年

、
百

歳

以

上

の

方

々

に

は

お

祝

い

金

を

市

か

ら

直

接

お

届

け

し

て

い

ま

す

が

、

今

年

、

私

か

お

伺

い
し

た

の

は

、

新

松

戸

に

お

住

ま

い

の

吉

岡

あ

さ

さ

ん

で

し

た

。

吉

岡

さ

ん

は
1
1
月

の

誕

生

日

学
童
保
育
の
あ
り
方
を
考
え
ま
す

女
性

の
社
会
参
画

の
進
展
に
伴

い
学

童
保
育
所

の
果
た
す
役
割
は

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

市

で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を

受
け

、
良
質

な
学
童
保
育
サ

ー
ビ

ス
を
必
要

な
人

が
、
必
要
な
時

に
、

必
要

な
だ
け
利
用
で
き

る
よ
う

に

す
る
た
め
、
今
後
の
学
童
保
育

の

あ
り
方
や
、
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
体

制
な
ど
に
つ

い
て
考
え

る
「
学

童

保
育
基
盤
整
備
検
討
委
員
会
」

を

発
足
さ
せ
ま
し
た

。

検
討
委
員
会
の
委
員

は
、
左

表

の
十
七
人
で
構
成

さ
れ
、
平

成
1
4

基盤整備検討委員会委員名簿

(敬省略、順不同)

年

３

月

末

ま

で

に

、

各
種

提

言

を

い
た
だ
く
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

８

月
2
7
日

、

第

一

回

の
委

員

会

が
開
催
さ
れ
、
各
委
員
に
委
嘱
状

が
交

付

さ

れ
た

後

、
委

員

会

は
公

開

と

す

る

な

ど
今

後

の

運

営

方

針

が
決

ま

り

ま

し

た

。

な

お

、

次

回
委

員

会

は

９

月
2
6

日

困

午
後

７

時

か

ら

、

市

役

所

議

会
棟
特
別
委
員
会
室
で
開
催
し
ま

す

。
傍

聴

を

希

望

す

る

人

は

、

お

問

い
合

わ
せ

く

だ

さ

い
。

圖

児

童

福

祉

課

家

庭

支

援

係

登

3
6
6
・
7
3
4
7

氏　名 選出区分

山田温 上本郷学童保育所保護者

横山博 旭どんぐり学童保育所保護者

柴田弘子 松戸市民生児童委員協議会副会長

秋山淳子 松戸市母子福祉推進員協議会副会長

森田等 松戸市民間保育園協議会会長

石島京子 高塚学童保育所運営委員長

内藤良一 八柱学童保育所運営委員長

石井錦一 相模台学童保育所運営委員長

幕田晃一 八ヶ畸学童保育所運営委員長

掃部関和美 八柱学童保育所指導員

三成奈賀子 旭どんぐり学童保育所指導員

田邊博昭 松戸市学童保育所連絡協議会会長

中村康雄 松戸市学童保育所連絡協議会副会長

小林昌美 横須賀小学校校長

早川正美 栗ケ沢小学校教頭

川上良雄
教) 生涯 学習 本 部企 画管 理 室室

長 補 佐

沖和汎 児童福祉課長

が
来
て
百
二
歳
に
な
ら
れ
ま

す
。
足
が
ご
不
自
由
な
も
の
の

大
変
お
元
気
で
、
生
ま
れ
故
郷

で
あ
る
仙
台
で
教
師
を
や
っ
て

い
た
こ
ろ
の
話
や
長
生
き
の
秘

け
つ
な
ど
を
伺
い
、
し
ば
し
歓

談
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

た
。ま
た
、
今
年
は
、
敬
老
の
日

を
前
に
し
て
、
1
4日
、
千
葉
県

民
の
水
源
で
あ
る
栃
木
県
栗
山

村
の
湯
西
川
温
泉
か
ら
矢
切
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
温
泉
が
届

け
ら
れ
ま
し
た
。
入
浴
に
来
ら

れ
た
高
齢
者
の
方
々
に
大
変
喜

ば
れ
て
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
に
は
、
い
つ
ま
で
も

お
元
気
で
ま
す
ま
す
長
生
き
を

さ
れ
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

送
り
来
し

出
で
湯
た
っ
ぷ
り
　
　
　

秋
う
ら
ら

久

市民の皆さんの声を直接お聞きするた

め 、市長室直通のファクスと 、市長専用

のメールボックスを設置しています。

市政に関して感じていることや建設的

なご意見をお寄せください( で きれば 、連

絡先をお書き添えください)。

FAX  366-2301

メ ールアドレス

mayor.matsudo@intership.ne.  jp

(8月末現在の受信件数) FAX750 件､メール619件

Vol.6素敵に生きるジェンダーフリー仕事をめぐって

仕

事
を
め
ぐ

る
男
女
格
差

社
会

に
出
て
働
く
女
性

の
数

は
、
労
働
者
総
数

の
う

ち
の
約

四

割
で
す
。
仕
事
に

は
収
入

が

得

ら
れ
る
も
の
と
、
収
入

の
得

ら
れ
な

い
家
庭
内

の
仕

事
が
あ

り

ま
す

が
、
両
方

の
時
間
を
足

し

て
み

る
と
、
女
性

の
労
働
時

間

の
平

均
は
男
性

よ
り

長

い
と

い
う

デ
ー
タ
が
あ
り

ま
す
。
そ

し

て
、
女
性

の
平
均

賃
金
は
男

性
の
約
六
割
で
す
。

仕
事
の
内
容
を
見
て
み
る
と
、

家
事
や
育
児

、
看

護
や
介
護
の

延
長
線
上

の
職

業
に
つ
く
の
は

圧

倒
的

に
女

性
で

す

。
ま

た
、

職
場

の
中
で

は
男

性
が
働
き
や

す

い
環
境
を
作
る
た
め
の
配
慮
、

つ
ま
り
お
茶
く
み
や
周
辺
雑
務

を
求

め
ら

れ
る
現
実
は
ま
だ
ま

だ
あ
り
ま
す

。

そ
し

て
、
女

性
の
働
く
形
態

の
う
ち
約
四

割
を
占
め

る
パ
ー

ト

タ
イ

ム
も
、
フ
ル

タ
イ

ム
労

働

の
周

辺
に
位
置
付
け
ら

れ
て

い
ま
す

。

こ

の
よ
う

に
、
女
性
は
家

庭

内

の
み

な
ら
ず
社
会
の
中
で

も

主
婦
役

割
、
母

親
役
割
を
期
待

さ
れ
、
主
要

な
仕
事
を
担
う
男

性

に
対
し
、
実
働
や
潤
滑
油

の

役

目

を
担

い
、

仕
事

は
多

く

、

収
入

は
少
な
く
、
自
分

の
時
間

も
少

な

い
と

い
う

の
が
女
性

の

仕

事
を
め
ぐ

る
実
態
で
す
。

女

性
と

い
う
こ
と

だ
け

で
仕

事

の
範
囲
や
機
会

が
狭

め
ら
れ

ホ ー ム ペ ー ジ

㈲: が'www.intership.ne.jp/womens-c/yui｣.matsudo/

メ ー ルyuu.matsudo@intership.ne.jp

罰 女 性 セ ン タ ー ゆ う ま つ ど

登36 ∠X―8778  BS364 ―7888

た
り
、
不
利
益
を
被
る
よ
う
な

実
態
は
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

柔
軟
な
働
き
方
へ

一
方
働

き
方

で
は
、
家

庭
生

活
や

プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
な
生
活

も

大
事
に
し

な
が
ら
働
き
た

い
と

考
え

る
女
性

は
多
く
、
男
性

に

も
そ

の
よ
う

な
働
き
方

を
支
持

す
る
人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

男
女
を
問

わ
ず
生
活
条
件

や
能

力
、
優
先
し

た

い
こ
と
等

は
働

く
期
間

の
中
で
も
変
化

す
る
の

で
す

か
ら
、
生
涯
一
律

の
働
き

方
を
す

る
こ

と
自
体

に
も
無
理

が
あ

る
と
言
え

そ
う

で
す
。

雇
用
環

境

が
厳
し

さ
を
増
す

中
で
失
業
率
が
上
が
り
女
性
の

パ
ー
ト
化
が
進
む
一
方
、
派
遣

や
契
約

社
員

、
在
宅

ワ
ー

ク
、

ま

た
雇
用

さ

れ
る
の
で
な
く
起

業
し

た
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
ス

タ
ッ

フ
と
し

て
働
く

な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
働
き
方
を
す

る
人

が
増
え

つ

つ
あ
り

ま
す

。
こ

の
よ
う
な
動

き
を
、
社
会
保

障
や
税
制
の
問

題
な
ど
も
含

め
、
女

性
も
男
性

も
個
々
の
選
択

に
よ
り
柔
軟
に

働
く
こ
と

が
で

き
る
よ
う
に
す

る
方
向
で
整
備
し

て

い
く
こ
と

が
こ
れ
か
ら

の
大
き
な
課
題
と

な
る
で
し
ょ
う

。

幼児・児童・生徒の安全確保

～不審者侵入事故への対応～

No.84

サークル作り、活動の

お手伝いをします。

▽子育てに関する情報

を提供します

所在地野菊野5 （野菊

野保育園内）公308 一

肩00

| 固児童福祉課家庭支援

］系a  366ﾜ34ﾜ

市長室・発
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10月1日から1カ月間、都市緑化月刊がスタートします。この月刊は、都市に潤いのある緑豊かな生活環境をつくるため、住民参加による緑づくりが全国で展開されます。緑化月間に伴い、改めて｢ 緑｣ の働きや大切さを認織し ましょ

う。潤いのあるまちを目指し、皆さんのご理解とご協力をお願

いします。

10月は都市緑化月間です
緑のはたらきを知ろう

緑は、私たちに限りなく大きな恩恵を与えてくれます。

改めて緑のはたらきを見直すと、いろいろな役割で私たちのく

らしを守っていることがわかります。

松戸の緑の現状

ま
ち

の
緑

に
は
、
樹
林
地
や
農

地
、
道

路
の
街

路
樹
や
民
有
地
に

緑
化

さ
れ
た
庭
木
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
緑

が
あ
り

ま
す
。
市
全
体
の
緑

が
占

め
る
割
合
は
、
平

成
７
年
度

の
調
査

で
は
約
三

割
で
す
。
し
か

し
、
人
口
の
増
加
に
伴
う
宅
地
化

な

ど
の
影

響
を
受

け
、
年
々
減
少

し
て

い
ま
す
。

中
で
も
、
最
大
の
緑
地
で

あ
る

山
林
や
農
地
は
、
昭
和
4
7（
一
九

七
二

）
年

か
ら
比
較
す

る
と
著
し

ぐ

減
少

し
て

い
ま
す
。

一
方

、
身
近
な
緑
と
し
て
は
道

路

の
街

路
樹

が
あ
り
ま
す

。
市
内

に
は
道
路
延
長
七
十
五
ｊ
に
わ
た

り

約
一
万

千
百

本
の
街
路
樹

が
植

栽

さ
れ
て

い
ま
す

。

あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
】

身
近
な
緑
を
、
行
政
や
企
業
、
住
民
が
適
正
な
役
割
を
担
い

進
め
る
こ
と
で
、
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
ま
す
。

市
で
は
、
次
の
事
業
を
展
開
し
、
緑
化
活
動
を
支
援
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

樹
木
や
樹
林
の
保
全
を
お
願

い

し

ま

す

樹
木
や
樹
林
を
恒

久
的
に
残
す

た
め
、
土
地
所
有

者
の
皆
さ
ん
に
、

維
持
管
理
費
用

の
一
部
を
助
成
し

て

い
ま
す

。
今
年

度
は
倒
木
な
ど

の
事
故
に
備
え
、
損

害
賠
償
保
険

に
加
入
し
た
新
し

い
助

成
制
度
も

導
入
し
ま
し
た

。
ま
た
、
借
地
や

寄
付
に
よ

る
保

全
方

法
も
あ
り
ま

す
の
で
、
緑

の
保

全
へ
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を

お
願

い
し

ま
す
。

▼
樹

林
等

の

助
成
制

度

保
護
樹
木

指
定
制
度
（
巨
樹
）

助
成
一
本
に

つ
き
年
額
二
千
円

保
全
樹
林
地
区

指
定
制
度

助
成
一
平

方
片
に

つ
き
年
額
二

十
円
特
別

保
全
樹
林
地
区

指
定
制
度

助

成
一
平

方

ぴ
に

つ
き
年
額
三

監
査
結
果
を
公
表
し
ま
す

平
成
1
2
年
度
の
定
期
監
査
お
よ
び

財
政
援
助
団
体
監
査
結
果
の
概
要
を
、

次

の
と

お

り
公

表

し
ま

す
。

○

監

査
の
対

象

＝
教

育
委
員

会

（
生

涯

学
習

本
部

、
学

校
教
育

担
当

部
並

び
に

六
実

、
上
本

郷
第
二

の
各
小

学

校
お
よ
び
第
三
古
ケ
崎
の
各
中
学

校

）
、
消

防
局

、
水
道

部

、
国
保

松
戸

市
立
病
院
、
福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
東

松

戸
病

院

、
福
祉
医

療

セ
ン

タ
ー
介

護
老
人

保
健

施
設

梨
香

苑

○
監
査
対
象
事
項
＝

〔
共

通

事

項

〕

予
算

の

執
行

状
況

、

現
金

の
取
り

扱

い
状
況

、
補
助

金

・

交
付
金

の
事

務
処

理
状

況

、
契

約
事

務
の

処
理
状

況

、
財
産

の
維

持
管
理

状
況

〔
個

別

事

項

〕

水

道
料
金

の
収

納

状

況
（
水
道

部
）
、
診

療
収
入

の
収
納

状

況
（
国
保
松
戸
車
立
病
院
、
福
祉
医

療
セ

ン
タ

ー
東
松

戸
病

院

、
福

祉
医

療
セ

ン
タ

ー
介
護

老
人

保
健

施
設
梨

香
苑
）

〔
重

点

項

目

〕

市

民
劇
場

使
用

料

の

収
納
状
況

に

つ
い
て
（
社
会

執

育
課
）
、

文

化
会

館
使

用
料

の
収

納
状

況
に

つ

い
て
（
文
化

会
館

）
、
こ

ど
も

の
遊

び

十
円

（
倒
木
な

ど
に
対
す

る
損
害

賠
償
保
険
付
き
）

▼
市

民
緑

地

制
度

樹
林
所
有
者

の
土
地
を
市

が
借

―
受
け
、
市
民
緑
地

と
し

て
広
く

市
民
に
開

放
す

る
制

度
で
す
。
枝

打
ち

や
下
草
刈
り

な
ど
樹

林
の
管

理
は
市

が
行

い
、
税

の
優
遇
措
置

が
あ
り
ま
す

。

農
地
を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

▼
市

民
農

園
制

度

市
で
は
、
野
菜

づ
く
ひ
を
楽
し

み
た

い
市
民
と
、
農
地
を
活
用

し

た

い
農
家
の
人
と
を
仲
介
す

る
、

「
市
民
農
園
」
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
利

用
者

が
多
く

農
園
が
不
足

し

て

い
ま
す
。

「
市
民
農
園
」
と
し

て
農
地
の

場

用
地
借
上
料
の
執
行
に
つ

い
て
（
こ

ど
も
課
）
、
千
葉
県
民
体
育
大
会
選
手

派

遣

業
務
委

託
に

つ

い
て

（
ス

ポ
ー

ツ
課
）
、
プ
ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム
業
務
委

託

料

の
執
行

に

つ
い
て

（
市

民
会

館
）
、

松

戸
青

少
年

会
館

お
よ

び
樋

野
口

分

館
使
用
料
の
収
納
状
況
に
つ
い
て
（
公

民
館
）
、
図
書
館
の
管
理
業
務
委
託
料

の
執

行
に

つ

い
て
（
図

書
館

）
、
生

産

物
売

払
収
入

の
収

納

状
況

に
つ

い
て

（
戸

定
歴

史

館
）
、

博
物

館
刊
行

物

等

売
払
収
入
の
収
納
状
況
に
つ

い
て
（
博

物
館
）
、
小

中
体

育
大
会

等
委
託
料

の

執
行

に

つ
い
て
（
保

健

体
育
課

）
、
心

の
教
室
相
談
員
報
償
費
の
執
行
に
つ

い
て
（
教
育
研

究
所

）
、
実

験
用
劇

毒

物

の
保
管

状
況

に
つ

い
て

（
各

学

校

共

通
）
、
消

防
訓

練
セ
ン

タ
ー
関

係
経

費
の
執

行

に
つ

い
て

、
火
災
出

動

等

費
用
弁

償

の
執
行

に

つ

い
て

（
消

防

市民農園

皆
さ
ん
の
緑
化
活
動
を
支
援
す
る

豺
ま
つ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化
基
金
　
固
昔
3
4
5
・
9
8
4
6

聯
ま
つ
ど
街
と
水

辺
の
緑
化
基

金
は
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
の
参

加
を

得
て

、
都
市
緑
化
の
推
進
を

図

り
、
緑

豊
か
な
潤

い
の

あ
る
住

み
よ

い
ま
ち
を
目
指
し
て
活
動
し

て

い
ま
す
。

Ｊ

緑
の

普

及

啓

発

▼
緑
と
花
の

フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル

み
ど
り

の
日

に
「
緑

と
花
の
フ

ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
を
市
民

や
緑
関

係
団
体
等
の
協
力
に
よ
り
開
催
し
、

草
花
・
植
木
等
の
即
売
や
各
種
イ

ベ
ン

ド
を
通
し

て
、
都
市

緑
化
へ

の
意
識
の
高
揚

を
図
っ
て

い
ま
す

。

▼
花

づ
く
り
コ

ン
ク

ー
ル

個
人
や

学
校

・
町
会

・
サ
ー
ク

ル
な

ど
の
団
体
を
対

象
に
「
街
と

水
辺

の
花

づ
く
り
コ

ン
ク
ー
ル
」

を
開
催
し
て

い
ま
す

。

九
回
目
を
迎
え

た
今
年

も
現
在

参

加
者
（
団

体
）
を
募
集
中
で
す

。

▼
野
鳥
観
察
会
と
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
自
然
へ

興
味

を
も
っ
て
も
ら
う

た

め
「
野
鳥
観

察
会

」
や

「
野
鳥

の
写

真
コ

ン
ク

ー
ル
」
を
開
催
し

て

い
ま
す

。

緑
化

活
動

へ
の

支

援
助

成

▼
緑
化

愛
護
団

体
に
対
す
る
助
成

緑

の
愛

護
活

動
を
行
な

っ
て

い

る
団
体
に

対
し

て
活

動
費
の
助
成

を
行

い
、

ま
た
、
花

づ
く
り
講
習

会
も

開
い
て

い
ま
す
。

▼
生

け
垣

づ
く

り
助
成

生
け

垣
づ
く

り
の
助
成
を
行
な

っ
て

い
ま
す
。
新
設
す

る
人
は

ご

相

談
く

だ
さ

い
。

▼
工

場
・
事
業
所
へ
の
支

援

工
場

・
事
業
所
の
緑
化
に
対
し

て
も

、
鉢

植
え

樹
木
や

プ
ラ

ン
タ

ー
の
貸
し

出
し

な
ど
、
緑
化
活
動

を
支

援
し

て

い
ま
す
。

軸まつど街と水辺の緑化基金

賛助会員を募集します

市民緑化活動を支援するため、賛助会員

を募集しています。

個人会員…年額1口　1,000円

法人団体会員…年額1口1,000円

また、広＜募金活動も行っています。商

店や、事業所など募金箱の設置についてご

協力をお願いします。

臨御 まつど街と水辺の緑化基金≫345-

9846

巨樹・古木めぐり

▼
緑

化
モ

デ

ル
地
区

の

推
進

地
域
住
民

が
自
分

た
ち
で
緑
化

を
進

め
る
制
度

で
す
。
市
の
緑
化

推
進
モ

デ
ル
地
区

と
し
て
、
五
年

間
、
市

が
配
布

す
る
樹
木
を
植
栽

し
て

い
ま
す

。
現
在
モ

デ
ル
地
区

を
募

集
し

て
い
ま
す
。

対
象
面
積
一

靉
以
上

、
ま
た
は

集
合
任
宅
百
戸
以
上

▼
地

域
の

街

路
樹
を

大

切
に

街

路
樹

は
地
域
に
密
着

す
る
代

表
的

な
緑

で
、
私
た
ち
に
安
ら

ぎ

と
潤

い
を

も
た
ら
し
て

い
ま
す
。

秋

や
冬

の
季

節
に
は
、
落
ち
葉
を

清
掃
し

、
枯

れ
枝
を
片
付
け

る
沿

道

の
人

た
ち
や
、
街
路
樹

マ
ス
に

花
を

植
え

る
町

会
の
人
た
ち
も

い

ま
す

。
街

路
樹
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
協
力

や
愛

情
に
支
え
ら
れ
、

大
切
に
守
り
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
花

い
っ

ぱ

い
運
動

公

園
、
河

川
、
街

路
樹

マ
ス
な

ど
身
近
な
公
共
用
地
を
利
用
し

て
、

あ
な
た
の
ま
ち
を
花

い
っ
ぱ

い
に

し
ま
せ

ん
か
。

皆
さ
ん
の
身
近
な
所
で
、
町
会

や
花
の
好
き
な
仲
間
な
ど
を
募
り
、

美
し

い
草

花
を
育
て
て
み
ま
し
ょ

う

。
花

壇
の
基
盤
整
備
や
技
術
指

導

・
花

の
種

・
苗
な
ど
を
支
援
し

ま
す

。

局
企
画
管
理
室
）

○
監
査
の
期
間

＝
平
成
1
3年
３
月
６

日
～
平
成
1
3年
５
月
3
1日

○

監
査
の
結
果

＝
監
査
の
結
果
は
、

適
正
に
執
行
さ
れ
て

い
る
も
の
と
認

め
ら
れ
た
。

〔
財
政
援
助
団
体
監
査
〕

○
監
査
対
象
団
体
＝
財
政
的
援
助
を

与
え
て

い
る
も
の
の
う
ち
、
健
康
福

祉
本
部
企
画
管
理
室
に
係
る
次
の
団

体

松
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
心

配
ご
と
相
談
所
運
営
事
業
）

市
民
環
境
本
部
経
済
担
当
部
商
工

観
光
課
に
係
る
次
の
団
体

松
戸
市

商
店
会
連
合
会

○
監
査
対
象
事
項
＝
補
助
事
業
が
補

助
目
的
に
沿
っ
て
適
正

に
執
行
さ
れ

て
い
る
か
、
補
助
事
業
に
係
る
経
理

が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
事
業

常盤平地区の花いっぱい運動

目

的
に
沿

っ
て

効

率
的

に
運
営

さ
れ

て

い
る
か
、
以

上

の
事
項

を
重

点
に

監

査
を
実

施
し

た

。

○
監
査
の
期
日
＝
平
成
1
3
年
５
月
８

日
～

平

成
1
3年

５
月
2
9
日

○
補
助
目
的
・
効
果
＝

松
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
心
配

ご

と
相
談

所
運

営

事
業

）
＝
心

配

ご

と

相
談

所

は
、
ひ

ろ
く
住

民

の
日
常

生

活

上

の

あ
ら

ゆ
る

相
談

に
応

じ

、

適
切
な
助
言
、
援
助
を
行
っ
て
地
域

住

民

の
福

祉

の
増

進
を

は
か

る
こ
と

を
目

的

と
す

る
。

同
相

談
所

へ
の

補
助

は
、
相

談
所

の
円

滑

な

る
管

理

運
営

に
要

す

る
経

費

と
し

て
有

効
に
利

用

さ
れ

、
十
分

効

果

を
上

げ
て

い
る
。

松
戸
市
商
店
会
連
合
会
＝
本
会
は
、

相

互
扶
助

の
精
神

に
基

づ
き
加

入
商

店

会
の
事
業
目
的

を
円
滑
に
推

進
し
、

10月24日伽･29日側各午後1時

市役所地下玄関集合　対象市内在

住で初めて参加する人定員各20

人（抽選） 費用無料

圃10月３日困までに、往復ハガキ

に住所・氏名 （ふりがな）・希望

日（いずれか1日のみ）・参加人数

（ハガキ1 枚で2 人まで）・電話番号

を記入して、〒2ﾜ1 －8588 松戸市

根本38ﾜ の5　 松戸市役所みどりと

花の課( ≫366-7378) へ

み
ん
な
で
緑
を
守
り
、
育
て

る
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う

▼
松

戸
市

緑

推
進

委
員

会

松

戸
の
緑
を
守
り
、
緑
化
を

推

進
す

る
た
め
、
松
戸
市
緑

推
進
委

員
会

が
定
期
的
に
開
催
さ

れ
て
い

ま
す

。
市

民
を
含
め
た
十
五
人

の

委
員
（
学
識
経
験
者
・
関
係
団
体

代
表

者
・
市
民
）

が
、
緑

に
関
わ

る
基
本
的
な
事
項
に

つ
い
て
調
査

審
議
し
て

い
ま
す
。
審
議

さ
れ
た

内

容
は
、
行
政
に
反
映

さ
れ
る
よ

弓
市

に
提
言
さ
れ
ま
す

。

▼
森

林

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア

’

私
た
ち
の
緑
を
私
た
ち

が
守
り

育
て
る
に
は
、
行
政
だ
け
で
は
限

り

が
あ
り
ま
す

が
、
市
民

・
企
業

・
行

政
が
一
体
と
な
り
、
共

に
行

動
す
る
こ
と
で
大
き
な
力

に
な
り

ま
す
。
一
人
ひ
と
り

が
緑

を
大
切

に
思

い
、
育
て
よ
う
と
す

る
意
識

が
大
切
で
す
。
緑
を
守

び
育
て
る

こ

と
は
も
ち
ろ

ん
で
す

が
、
緑
と

触
れ
合
う
こ
と
で
、
生

き
が
い
や

充
足
感

が
持
て

る
よ
う

な
森
林

ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
な

ど
も

考
え

て
い
ま

す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に

関
す

る
ご
意

見

な
ど
お
聞

か
せ
く

だ
さ

い
。

併
せ
て
加
入
商
店
会
会
員
の
経
営
基

盤
の
確
率
を
図
り
、
も
っ
て
地
域
経

済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

本
会
へ
の
補
助
は
、
本
会
の
円
滑

な
る
管
理
運
営
に
要
す
る
経
費
と
し

て
有
効
に
利
用
さ
れ
、
十
分
効
果
を

上
げ
て
い
る
。

○
監
査
の
結
果
＝

松
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
心
配

ご
と
相
談
所
）
＝
会
計
経
理
に
係
る

事
務
処
理
お
よ
び
帳
簿
並
び
に
証
拠

書
類
等
は
適
切
で
、
補
助
目
的
に
沿

い
効
率
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
も
の

と
認
め
ら
れ
た
。

松
戸
市
商
店
会
連
合
会
＝
会
計
年

度
に
基
づ
ぐ
適
正
な
会
計
処
理
を
講

じ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

圜

監
査
委
員
事
務
局

登
3
6
6
・
７
３
８

知

つ
て

い

ま

す

か

労

働

保

険

入
っ
て
い
ま
す
か
あ
な
た
の

職

場1
0月

は
「
労
働
保
険
適
用
促
進

強

化
月

間
」
で
す
。

労

働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と

雇
用

保
険
の
総
称
で
、
労
働
者
を

一
人

で
も
雇
用
す
る
事
業
主
は
、

法
人

、
個
人
の
別
や
業
種
を
問
わ

ず
、
ま
た
労
働
者

が
希
望
す

る
と

否

と
に
か
か
わ
ら
ず
労
災
保
険
と

雇
用

保
険
の
両
方
に
同

時
に
加
入

し

な
け
れ

ば
な
ら
な

い
こ
と
と
な

っ
て

い
ま
す
。

詳
細
に
つ

い
て
は
、
最
寄
り

の

労
働
基
準
監
督
署
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

固

柏
労
働
基
準
監
督
署

昔
０
４
７

１
・
6
3・
０
２
４
５
、
松
戸
公
共

職
業
安
定
所
a
3
4
8・
6
1
0
0

県

営

住

宅

の

入

居

者

募

集

募

集
期

間
1
0
月

１
日

襾

～
1
5
日

丱

入

居

資

格

①

所

定

の
方

法

に

よ

り

算

出

し

た

収

入

月

収

が

、

一

般

の
場

合
二

十

万

円

以

下

、
高

齢

者
、
身
体
障
害
者
な
ど
の
場
合
（
条

件

あ

り

）

二

十

六

万

八

千

円

以

下

②

現

に

住

宅

に

困

窮

し

て

い
て

、

原

則

と

し

て

同

居

親
族

が

あ

る

こ

※
募

集

案
内

書

は

、
1
0
月

１
日

囲

か

ら

東

葛

飾

支

庁

県

民

セ

ン

タ

ー
お

よ

び
市

役

所

住

宅
課

・
各

支

所

で

配

布

し

ま

す

。

圖

千

葉

県

ま

ち

づ

く

り
公

社

県

営

住

宅

管

理

部

募

集

課

登
0
4
3・
9
9
9

一
・

松

戸

市

障

害

者

計

画

推

進

協

議

会９
月
2
8日
面
午
後
１

時
3
0分

か

ら
　

会
場

市
役
所

新
館

五
階
市
民

サ
ロ
ン
　

議

題
計
画
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
ほ
か
　
傍
聴
定
員
先
着

十
人
氷
傍
聴
希
望

者
は
、
午

後
１

時
3
0

分

か
ら
会
場

で
受
け
付
け

鬪
障
害

備
祉
課

庶
務

係

昔
3
6
6
・
７

赤

い

羽

根

募

金

に

ご

協

力

を

「
赤

い
羽

根
共
同
募
金
」
は
1
0

月

か
ら
全
国

一
斉
に
行

わ
れ
る
国

民

た
す

け
あ
い
運
動
で
す
。

松
戸
市

の
平

成
1
2年

度
実
績
額

は
四
千

二
百
三

十
四
万
三

千
八
百

七

十
七
円

で
、
県
共
同
募
金
会
を

通

じ
社
会

福
祉
協
議
会
、
民
間
社

会

福
祉
施
設
・
団

体
な
ど
に
配
分

さ
れ
ま
し
た
。

国
民

た
す
け
あ

い
共
同
募
金
運

動

に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

固
千

葉
県
共
同
募

金
会
松
戸
支
会

（
福
祉
事

務
所
内
）
a
3
6
6
・
７
３
４

女

性

セ

ン

タ

ー
情

報

相

談
（
レ

フ

ァ

レ

ン

ス

）
臨

時

職

員

募

集

業

務
内
容
男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
情
報
相
談

・
図
書
整
理

（
パ

ソ
コ

ン
使
用
）
等

勤
務

場
所
女

性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま

つ
ど
　

勤

務

日

毎
週
月

・
水

・
金
曜
日
お
よ

び

第
二

・
四

土
曜
日
　

勤

務
時
間
午

前
1
0
時
～
午
後
４
時
時
給
七
百

八
十
円
対
象
市
内
在
住
で
男
女

共
同

参
画

に
関
心

が
あ

る
人

定

員
一
人
　

応
募
方
法
1
0月
1
0日
水

〔
必
着
〕
ま
で
に
、
指
定
履
歴

書
用

紙
に
作
文

（
テ
ー
マ
「
ジ
ェ
ン
ダ

ー
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
」
千

二

百

字
以
内
）
を
添
え
、
直
接

ま
た

は
郵

送
で
、

】
7
2
7
1

－
0
0
9
1

松

戸
市

本
町
一
四
の

Ｉ
〇
　

女

性
セ

ン
タ
ー
ゆ
う
ま

つ
ど
へ

※
指

定
用
紙
は
、
９
月
2
8日

窗
ま

で
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど

で
配
布
し
ま
す

。

※
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
を

固

女
性
セ
ン
タ
１

昔
3
6
4
・
８
７
７

松

戸

市

水

道

事

業

運

営

審

議

会

1
0
月
1
1
日
水
午
後
６
時
か
ら

会
場
市
役
所
議
会
棟
三
階
第
二
会

議
室
　

傍
聴
定
員
先
着
十
人

※
議
題
等
は
お
問

い
合

わ
せ
く

だ

さ

い
。

※
傍
聴
希
望
者
は
、
午
後

５
時
3
0

分

か
ら
会
場
で
受
け
付
け

固

水
道
部
総
務
課

庶
務
係

昔
ｍ

・

千

葉

県

最

低

賃

金

を

改

正

1
0月
１
日
涯

か
ら
、

県
内
の
す

べ
て

の
使
用
者
お
よ
び
労
働
者
（
パ

ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
等
も
含
む
）

に
適
用
さ
れ

る
地
域
別

最
低

賃
金

「
千
葉
県
最
低
賃

金
」
が
次
の
通
り

改
正

さ
れ
ま
し
た

。

日
額
五
千

四
百
八
円
　

時
間
額

六
百
七
十
六
円

圖
千
葉
労
働
局
賃

金
室

登
0
4
3
・
2
2
1

・
２
３
２
８
、
2
4時
間

テ
レ
ホ
ン

サ

ー
ビ

ス

昔
0
4
3
・
2
2
1
・
4
7
0
0

介

護

保

険

運

営

協

議

会

1
0月
２
日

㈹
午
後
２
時
か
ら

会
場
市
役
所
新
館
七
階
大
会
議
室

※
傍
聴
で
き
ま
す

。
議

題
等
は
お

問

い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

圖
介
護
支
援
課

昔
3
6
6
・
7
3
7
0

教

育

委

員

会

会

議

1
0
月
1
1
日
困
午
後
２
時
か
ら

会
場
京
葉

ガ
ス
Ｆ
松
戸

ビ
ル
五
階

会
議
室

※
傍
聴
で
き
ま
す

。
議

案
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

圖
教
音
委
員
会
企
画
管
理
室
登
3
6
6

・
７
ｔ４
ｒａ
″丶
り

戦
傷
病
者
等
の
配
偶
者
に
特
別
給
付
金
を
支
給

①

半
成
５
年
４
月
２
日
以
降
に
戦

傷
病
者
等
と
婚
姻
さ
れ
た
妻
ま
た

は
同
日
以
降
し
後
重
症
に
よ
り
第

五
款
症
以
上
の
戦
傷
病
者
等
と
な

ら
れ
た
人
の
妻
で
あ
っ
て
、
平
成

1
3年
４
月
１
日
に
お
い
て
戦
傷
病

者
等
で
あ
る
夫
が
第
五
款
症
以
上

の
増
加
恩
給
等
を
受
け
て
い
た
人

給
付
金
額
額
面
十
五
万
円
（
軽

症
者
半
額
）
、
五
年
償
還
の
国
債

②
平
成
８
年
５
月
に
最
終
償
還
を

迎
え
た
戦
傷
病
者
等

の
妻
に
対
す

る
特
別
給
付
金
の
受
給
権
を
取
得

し
た
妻
で
あ
っ
て
、
戦
傷
病
者
等

で
あ
る
夫

が
平
成
５
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
８
年
９
月
3
0日
ま
で
の

問
に
公
務
傷
病
以
外
の
原
因
に
よ

り
死
亡
（
平
病
死
）
さ
れ
た
人

給
付
金
額
額
面
五
万
円
、
五
年

償
還
の
国
債

請
求
期
間
吊
②

と
も
、
1
0月
１

日
襾
～
平
成
1
6年
９
月
3
0日
困

固

福
祉
事
務
所
援
護
係

登
3
6
6
・
７

松
戸
公
共
職
業
安
定
所
松
戸
駅
前
庁
舎
が
オ
ー
プ
ン

1
0月

９
日

㈹
か
ら

、
松
戸
公

共

職

業
安

定
所

は
庁
舎

が
二
ヵ

所

に

な
り
ま

す
。

松

戸

駅

前

庁

舎

（
新

設

）

所

在

…
松
戸

一
三
〇

七

の
一
松
戸

ビ
ル

ヂ
ン

グ
三

階

〔

昔
3
6
7
・
8
6

0
9

（
1
0月
９

日

㈹
か
ら
）
〕

取

り

扱
い
業

務
…
職

業
相

談

・
紹

介
（
求

人

情
報

の

閲
覧

を

含
む

）
、

雇
用
保

険
給
付

、
教
育
訓

練
給

付
、

求
人
申

し
込

み

馬

橋

庁
舎

（
現

在

の

庁

舎

）

所
在
・
：
旭
町

一
の

一
七
四

取

り

扱
い
業

務
…

雇
用
保

険
適
用

（
資

格
取

得

・
喪
失

、
加

入

、

雇

用
継
続
給
付
）
、
各
種
助
成
金
（
事
業

所
関

係
）
、
民
営
職
業
紹

介
・
労

働

者

派
遣
事

業

（
新
規
申

請
等

）

圈

松

戸

公

共

職

業

安

定

所

馬

橋

庁

舎

昔
3
4
8
・
6
1
0
0

みどりと花の課≫366 7378

みんなで育てるまちの緑
平
成
1
3年
９
月
５
日

松
戸
市
監
査
委
員

中
西

務

川
村
幸
信

松
崎
国
忠

岡
本
和
久

「
新
世
紀
標
準
！
・
　
健
康
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
快
適
職
場
」

1
0月

１
日

囲
～
1
0月

７
日

㈲
ま
で
全
国
労

働
衛
生
週
間
で
す

。

固

商
工

観
光
課
労
政
係

昔
3
6
6
・
7
3
2
7

活
用
を
希
望

さ
れ
る
農
家

の
皆
さ

ん
を
募

集
し

て
い
ま
す
。
開
園
希

望
者

の
見
学

に
も
応
じ

ま
す
の
で

ご
連
絡
ぐ
だ

さ
い
。

騒音を和らげます

、木の葉は、音を吸収し
知音壁の役割をします。
.a-J＿亠｡£｡-､､｡｡､~｡。

空気をきれいにします
緑は､空気中の二酸化炭素を吸
収し、酸素を放出します。また、
大気中の汚染物を吸収・吸着する

など空気をきれいにします。

気 温 を 調 節 し ま す

樹 木は 日差 しを さ
えぎり、夏は市街地

より気温を3～4℃

低くします。

まちに潤いを与えます
緑は、私たちに美しい景観

や、心に安らぎをもたらし、

生活環境を快適にします

火 災 の 延 焼 を 防 ぎ ま す

樹木は、350～400℃程度

まで発火しないといわれ、防火力の強いイチョウ・クスノ、

キ・ヤマモモなどが、街路樹

と し て植 栽さ れ てい ま す。　

心を和ませ

健康に役立ちます

森林浴は、肺や血液などの

健 康 に役 立ち 、気 持 ちを 和ら

げ たり 、 心を い やす 働きを し

ます。

地
域
で
緑
を
増
や
し
ま
し
ょ
う



※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です

新

大

正

琴

演

奏

会

1
0月

６
日

出
午
後
２
時
～
５
時

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　内

容
セ

ン

ト

ル
イ
ス
ブ
ル

ー
ス
、

ジ
ェ

ラ
シ

ー
、

箱

根

八

里

の
半

次

郎

ほ

か

費
用
八
百
円

※
先

着
百

組
二
百

人
を
無
料
招
待

（
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名

・
電
話
番

号

・
返
信
用
あ
て
名

を
記
入

し
て
、

干
2
7
1
－

０
０
９

６
松

戸
市
下
矢
切
一
五
五

の
八

浜

本
恭
子

へ
）

回
新

大
正

琴
サ

ー
ク
ル

・
松
尾

昔

3
4
3
・
3
1
0
8

フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

９
月
3
0
日
㈲
午
前
1
0
時
～
午
後

３
時

〔
雨
天
の
場
合
は
1
0月

６
日

出
〕
　
会
場
伊
勢
丹
松
戸
店
前
広

場※
フ
リ
ー
マ

ー
ケ

ッ
ト

の
出
店
者

も
募
集
し
て
ま
す
。

圖
リ
サ
イ

ク
ル
運
動

推
進
事
業

協

会
関
東
第
二
支
部

登
0
4
8
・
8
3
8
・
８

プ

ラ

ネ

タ

リ

ウ

ム

「

し

し

座

流

星

群

大

予

想

」

投
影
日
1
0
月
６
日
出
～
1
1
月
2
5

日

㈲

の

土

・

日

曜

日

、

祝

日

投

影

時

間

一

回

約

五

十

分
　

会

場

市

民

会

館

プ

ラ

ネ

タ

リ

ウ

ム

室
　

定

員

先

着

八

十

人
　

費

用

子

ど

も

三

十

円

・
大

人

五

十

円

（
発

券

は

投

影
開
始
三
十
分
前
か
ら
）

※

投

影

開

始

時

刻

＝

日

曜

日

、

祝

日

、

第

二

・
四

土

曜

日

は

午

前

1
0時

・
午

後

１

時
3
0
分

・

３

時

3
0分

の

三

回

。

そ

の

他

の

土

曜

日

は

午

後

の

み

二

回

。

※

団

体

（
二

十

人

以

上

）

は

ご

相

談

く

だ

さ

い

。

圜

市

民

会

館

プ

ラ

ネ

タ

リ

ウ

ム

室

昔
3
6
8・

１

？
Ｘ
ｊ
７

男

女

共

同

参

画

社

会

づ

く

り

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

会

議

９
月
2
9日

出
午
前
1
0時
～
午

後

４
時
　

会
場
千

葉
県
青
少
年
女

性

会
館
（
千
葉
市
稲
毛
区

）
　
内

容
①

講
演

＝
と
も
に
築
ぐ
未
来

（
あ
し

た
）
の
た

め
に
②
分
科

会
　

講
師

①
埼
玉

短
期
大

学
教
授
・
深
尾

凱

子
氏
　
費
用
無
料

圖
千

葉
県
企
画

部
男
女

共
同

参
画

課

事
業
推
進
班

登
0
4
3
・
2
2
3
・
２
３

不

動

産

無

料

相

談

会

1
0
月
1
1
日
米
午
前
1
0
時
～
午
後

４

時
　

会

場

市
役

所

本

館

二

階

第

二

会

議

室
　

内

容
相

続

借

地

権

等

に
伴
う
不
動
産
に
関
す
る
相
談

相
談
員
不
動
産
鑑
定
士

固

㈹
千

葉

県

不

勤
産

鑑

定

士

協

会

登
0
4
3・
2
2
2・
5
7
9
5

労

災

職

業

病

な

ん

で

も

相

談

会1
0月
2
7日
出
午

後
１
時
～

４
時

会
場
船
橋
市
中
央
公
民
館
　
相
談

員

弁
護
士

・
社
会
保
険
労

務
士
ほ

か
　
費
用
無
料

圃
当
日
会
場
で

圖
昶
千

葉
中

臾
法
律
事

務
所

昔
0
4
3

・
2
2
5
・
4
5
6
7

喜

楽

家

バ

ザ

ー

1
0月
2
8日

㈲
正
午
～
午

後
２
時

会
場
馬

橋
第
二
公

園

〔
雨
天

の
場

合

は
喜

楽
家
〕

※
物
品

の
提
供
や
お
手
伝

い
し

て

く

れ
る
人

を
慕
集

し
て
い
ま
す
。

※
買

物
袋

を

ご
持
参

く
だ

さ

い
。

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ

ん
。

圖
喜
楽
家

昔
3
4
4
・
9
9
5
1
　
（
1
0

月

９
日

㈹

・
月
曜
日

・
祝
日

を
除

く
午
五剛
９
時
～
午
後

５
時
）

戸

田

義

明

ピ

ア

ノ

フ

ァ

ン

タ

ジ

ー

1
1月

９
日

脂
午
後
７
時
開
演

会
場
森

の
ホ
ー
ル
2
1
　内

容
ポ
ピ

ュ
ラ

ー
ピ
ア
ノ
の
鬼
才
戸
田
義
明

の
麗
し

き
音
楽
世
界
　

対

象
十
一

歳
以
上

の
人
　

費
用
五
千
円

※
終
演

後
八
柱
駅
行
き
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
運
行

予
定

圖
雪

や
な
ぎ
の
会

二
戸
田

登
3
8
4
・

松

戸

市

民

劇

団

青

年

部

フ

ァ
ム
公
演
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
コ

メ

デ

ィ

」

1
0月

６
日
出
午

後
８
時
か
ら
・

７
日

㈲
午
後
２
時
と
午
後
６
時

か

ら

・
８
日

㈲
午
後
２

時
か
ら
　

会

場
松
戸
市
民
劇
団
ア
ト
リ
エ
「
劇

舍
」
（
八
柱
駅
工
早
）
費
用
千
五
百

円
（
前
売
り
千
円
）

圖
松

戸
市

民
劇
団
・
向
後

昔
3
8
9
・

公

証

相

談

（
無

料

）

1
0月

２
日
㈹
午
後
１
時
～
４

時

会
場
市
役
所
本
館
二
階
第
一
・
二

会
議
室
　

内

容
遺
言

・
相

続
・
契

約
・
私
文
書
の
認
証
・
確
定
日
付

等
の
公
正
証
書
の
作
成
　
相
談
員

公

証
人

圏
松
戸
公

証
人
役
場

昔
3
6
3
・
２
０

松

戸

栄

暮

ら

し

の

相

談

と

ミ

ニ

教

室

介
護

＝
1
0月
１
日
囲
・
1
5日
囲

、

税
務

＝
1
0月

２
日

火

・
1
6日
天

、

年
金

＝
1
0月
1
2日

蚩

・
1
9日

蚩

、

法
律

＝
1
0月
９
日

㈹
・
1
7日

水
・

2
3日
天

、
財
産
形
成

＝
1
0月

３
日

危

険

物

取

扱

者

試

験

①
1
1
月
1
8
日
㈲
②
1
1
月
2
5
日
㈲

会

場

①

勝

浦
市

②

日

本

大

学

生

産

工
学
部
津
田
沼
校
舎
ほ
か
三
会
場

曹
用

甲

種

五

千

円

、

乙

種

三

千

四

百

円

、
丙

種

二

千

七

百

円

（
郵

便

振

り

込

み
）

圃
1
0
月

１
日

㈲
了

４
日

困

の
間

に
、

消

防
局

と

各

消

防

署

で

配

布

し

て

い
る

願

書

を

松

戸

市

危

険

物

安

全

協

会

事

務

局

（
市

消

防

局

予

防

課

内

登
3
6
3・
1
1
1
4

）

へ

※
希

望

者

に

は

講

習

会

や
模

擬

試

験

を

有

料

で

実

施

。

テ

キ

ス

ト

の
頒

布

も
行

っ
て

い
ま

す

。

千
葉
キ
ャ
リ
ア
交
流
プ
ラ

ザ
が
開
設

中
高
年
事
務
系
職
種
で
、
や
む

を
得
ず
離
職
し
た
人
の
再
就
職
を

伽

・
４

日

本

∴
１１一
日

市

・
1
3日

出

・
1
8
日

水

・
2
2
日

側

・
2
4日

則

・

2
5日

困

・
2
7
日

出

※
詳

細

は

お

問

い
合

わ
せ

を

圖
松

戸

栄
暮

ら
し

の

相

談

セ

ン

タ

１

昔
3
6
0・‘（
ｈχ
ｈ
冫
Ｉ
り乙

ポ

ピ

ュ

ラ

ー

・

ラ

テ

ン

ー

タ

ン

ゴ

を

歌

う

会

一

日

体

験

1
0月
３
日

水
・
1
7日

水
各
午
後

１
時
～
２
時
4
5分
　

会
場
サ
ロ
ン

ひ
ぐ
ら
し

（
八
柱
駅
下

車
徒
歩
八

分
）
　

内

容
懐
か
し

い
ポ
ピ
ュ
ラ

ー
・
ラ
テ
ン

を
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ

て
歌
う
　
費
用
千
円

圖
ひ
ぐ

ら
し

の
会
・
荒
井

登
3
8
9
・

支
援
す

る
キ
ャ
リ
ア
交
流

プ
ラ
ザ

が
開
設
し
ま
し

た
。

内

容
会
員
制

で
セ
ミ
ナ

ー
の
開

催

、
求
人

情
報
の
提
供
、
相
談

・

カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
等

圖
千
葉
キ
ャ
リ
ア
交
流
プ
ラ
ザ
（
千

葉
市
中
央
区
新
町
一
八
の
四
千
葉

新
町

ビ
ル
七
階
）

昔
ｍ

・
3
0
2
・
Ｉ

樹
木
の
剪
定
（
せ
ん
て

い
）

1
0月
か
ら
1
2月
ま
で
の
植
木
の

剪
定
・
枝
お
ろ
し
・
刈
り
込
み
の

予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
費
用
は
剪
定
・
枝
お
ろ
し
・
刈

り
込
み
等
作
業
内
容
に
よ
り
積

算
し
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※
定
数
に
な
り
次
第
締
め
切
り

圃
1
0月
１
日
囲
午
前
８
時
3
0分
か

ら
、
電
話
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
登
3
8
4
・
3
1
9
1
へ

江
戸
川
河
川
敷
の
マ
ム
シ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

先
の
台
風
に
よ
る
増
水
で
マ
ム
シ
が
江
戸
川
に
流
れ
着
き
、
下

流
部
の
対
岸
（
葛
飾
区
）
で
生
存
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

松
戸
市
側
で
も
生
存
が
想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
圖
河
川
清
流
課
容
3
6
6
・
7
3
5
9

エ

イ

ズ

に

関

す

る

相

談

・

H
I
V
抗
体
検
査

受

付
1
0月
４
日
米
・
1
8日

米
各

午
後
２

時
～

３
時
　

会
場
松
戸
保

健
所
　

結
果
交
付
十
三
日
後
　

費

用
無
料

※
Ｈ
Ｃ
Ｖ

抗
体
検
査

（
Ｃ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
抗
体
検
査
）
も
で
き

ま

す
（
た
だ
し
Ｈ
Ｃ
Ｖ
抗
体
検

査

単
独

は
不
可

）
。

圖
松
戸
保
健
所
疾
病
対
策
課

昔
3
6
1

心

の

家

族

教

室

1
0
月
1
1
日
・
2
5
日
、
1
1
月
８
日

・
2
2
日
の
各
木
曜
日
〔
全
四
回
〕
午

後

１

時
3
0
分

～

４

時

ま

で
　

会

場

松

戸

保

健

所
　

内

容

精

神

分

裂

病

の

最

新

知

識

と

患

者

へ

の
接

し

方

を

学

ぶ
　

講

師
国

府

台

病

院

精

神

科
医
・
伊
藤
寿
彦
氏
　
対
象
精
神

分
裂
病
を
発
病
後
数
年
以
内
の
患

者
を
持
ち
、
全
回
参
加
で
き
る
家

族
の
人
　
費
用
無
料

圃
1
0月
５
日
次
ま
で
に
、
電
話
で

松
戸
保
健
所
精
神
保
健
福
祉
課
登

3
6
1
・
９（
）ｌ
ｎ
／一一
Ｉ
へ

酒
の
悩
み
ご
と
相
談
・
酒

害
家
族
教
室

1
0月
４
日
附
・
1
8日
水
①
相
談

＝
午
後
１
時
3
0分
～
３
時
②
教
室

＝
午
後
２
時
3
0分
～
４
時
3
0分

会
場
松
戸
保
健
所
　
内
容
①
ア
ル

コ
ー
ル
の
飲
み
方
に
心
配
の
あ
る

人
ま
た
は
そ
の
家
族
を
対
象
に
専

門
医
師
・
精
神
保
健
福
祉
相
談
員

・
保
健
婦
に
よ
る
相
談
②
ア
ル
コ

ー
ル
依
存
症
を
抱
え
る
家
族
同
士

の
勉
強
と
話
し
合
い
　
費
用
無
料

※
予
約
制

圖
松
戸
保
健
所
精
神
保
健
福
祉
課

昔
3
6
1
・
ｏ
乙】ｌ
ｎ
乙
Ｉ

ポ
リ
オ
（
急
性
灰
白
髄
炎
）
予
防
接
種

ポ
リ
オ
予
防
接
種
を
左

表
の

と

お
り

実
施
し

ま
す
。

生

後
三
ヵ
月
以
上
七
歳

六
ヵ

月
未

満
で
、
二
回
飲
み
終

わ

っ

て

お
ら
ず
予
診
票
を
持

っ
て

い

な
い
人
は
、
直
接
中
央
保
健
福

祉

セ
ン
タ

ー
・
各
支
所

の
市

民

健

康
相
談
室
か
、
ま

た
は
下

記

の
ハ
ガ
キ
記
入
要
領
を
参
照
し

て
、
〒
2
7
1
―
0
0
7
2
松
戸
市

竹
ケ
花
七
四
の
三
松
戸
市
中
央

保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内

保
健

福

祉
課
予
防
衛
生
係

（
昔
3
6
6
・

7
4
8
4

）
　へ

※
生
後
三
ヵ
月

に
な
ら
な

い
と

受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
会
場
の
駐
車
場
は
狭

い
た
め
、

車
で

の
来
場

は
ご
遠
慮
く

だ

さ

い
。

ハガキ記入要領 （うら）

ポ リ オ予 防 接 種

申し 込 み

・初めてまたは○ 回

・受けた日付け

年　月　日

・郵便番号と 住所

・保護者氏名

・子どもの氏名

・子どもの生年月日

・電話番号

ポリオ予防接種日程表

。 会　　 場 日　　 時

中央保健福祉センター
10/ 3㈲11/28&K)

受
付
時
間
午
後
１時

～2
時
15
分

予
診
票
が
あ
れ
ば
予
約
不
要
で
すら

10/25:*)12/21銜

東部市民センター 10/11  (:村 12/ 3(月)

常盤平保健福祉センター
10/ 1( 月)11/29困

10/19c 12/2  (X*)

常盤平市民センター
10/ 5㈲ 12/ W

10/24㈲ 12/17㈹

明市民センター 10/ 9(㈲12/ 6㈲

古ケ崎市民センター 10/12廊 12/ 7窗

稔台市民センター 10/16㈲ 12/13W

小金原市民センター 10/10(7k) 12/12$

新松戸市民センター
10/ 4㈲ 12/ 5㈲

10/18$ 12/18㈲

小金保健福祉センター
10/ 2㈹ 11/30㈹
10/23C 火)12/19C水)

馬橋市民センター 10/15(1月)12/11M

六実市民センター別館 10/17(tK) 12/14㈲
二十世紀が丘市民センター 10722(B)12/10( 月)

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

予

防

接

種

満

六

十

五

歳

以

上

で

松

戸

市

に

住

民

票

の

あ

る

人

が

、

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

の

予

防

接

種

を

希

望

し

た

場

合

、
1
0
月

か

ら
1
2
月

末

ま

で

の

期

間

、

無

料

で

受

け

ら

れ

ま

す

。

希
望
す
る
人
は
、
1
1
月
3
0
日
金

ま
で
に
左
記
の
ハ
ガ
キ
記
入
要
領

を

参

照

し

て

、

干
2
7
1－

Ｏ

ひ

７

２

松

戸

市

竹

ケ

花

七

四

の

三

松

戸

市

中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
保

健

福

祉

課

予

防

衛

生

係

（

登
3
6
6・

7
4
8
4

）

へ

※

ワ

ク

チ

ン

製

造

の

都

合

上

、
1
0

月

中

旬

か

ら

接

種

で

き

ま

す

。

ハガ牛記入要領 （うら）

第23回『市民健康づくりの集い』期日10/27･28　 参加者募集

インフルエンザ

予防接種申し込み

・郵便番号と住所

・氏名

・生年月日

・電話番号

〃 ＩＷ ｗ Ｗ Ｉ Ｕ ・ 皿ﾐ 〃W ●㎝ ●ミ---　　 ｗ　-　　=- ●-　　 ｉ ｆ Ｗ－- ’ ミ ’　 ’m　　　 丶’ ’ﾉ　- ・WW WWWW 寸-

行 事 日 時 会 場 内 容 定員/費用 申し込み

シルバーお楽

しみ料理教室

10/27 圉 午 前

10時～午後3時

中央保健福祉

センター

65歳以上の人とボランティ

ア団体が､ 調理実習と会食

会を行います

先着35人

無料

9/25C 火)午前9 時 か

ら 、電話で保健福

祉課保健係公366-
ﾜ486 へ

ゲ ートボール

大会

10/27C 士)午前9

時～午後4時

金ヶ作公園野

球場

1チーム8人の大会形式で行

います（団体申し込み）
一
無料

9/26(tK)～10/9M の

吝午前9時～午後5時
の間に、直接スポー

ツ課(Q363 ―92∠囗)
窓口へ

グラウンド ・

ゴルフ大会

10/27 圉 午前9

時～午後4時

運動公園陸上

競技場

1人でも気軽に味わえるゴル

フ気分

先着384 人

無料

健
康

お
知
ら
せ

催
し
物
情報
チャンネル

造

園

学

会

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

1
0月
2
8
日

㈲

午

後

１

時
3
0
分

か

ら
　

会

場

千

葉

大

学

園

芸

学

部

Ｅ

棟
二
階
合
回
講
義
室
　
テ
ー
マ
「
都

市

に

お

け

る
緑

の

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

の

実

現

に

向

け

て

～
自

然

と

調

和

す
る
松
戸
の
街
づ
く
り
」
　
費
用

無

料
※

パ
ネ

ラ

ー
と

し

て
松

戸
市

長

が

参

加

し

ま

す

。

匣

当

日

会

場

で

圖
千

葉

大

学

園

芸

学

部

・
近

江

登

3
0
8
・
8
9
3
7
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［
］
家

庭

教

育

学

級

合

同

講

演

会

1
0月
２
日

㈹
午
前
1
0時
～
正

午

会
場
市
民
会
館
内
容
子
ど
も
を

犯

罪
か
ら
守

る
ま

ち
づ
く
り

講

師
干
葉
大
学
教
授

・
中
村
攻
氏

費
用
無
料

※
保
育
あ
り

（
二
歳
以
上
先

着
十

人
）

圖
公

民
館

容
3
6
8
・
1
2
1
4

「
」
初

心

者

向

き

パ

ッ

チ

ワ

ー

ク
キ
ル
ト
講
習
会

①
1
0月
４
日

困
②
５
日

脂
各
午

前
1
0時
～
正

午

会
場

山
小

金
原

市
民
セ
ン

タ
ー
⑦
常

盤
平

市
民
セ

ン

タ
ー
　
内

容
実
用
的

な
ポ
ー
チ

で
キ
ル
ト
の
基
本
を
わ
か
り
や
す

く
楽
し
く

指
導
　

定
員
各
先
着
二

十
人
　

費
用
材
料
費
千
六
百
円

固
松
戸
生
活
文
化
協

会
・
安
達

登

3
4
3
・
6
8
9
8

「
」
「

ふ

れ

あ

い

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

」

入

門

教

室

1
0月

６
日

出
午
前
1
0時
～
午
後

２

時

会
場
新
松

戸
市

民
セ
ン

タ

ー

内
容
講

演
「
福
祉
の
街
づ
く

り

の
た

め
に
」
、
活
動

紹
介
、
個
別

説
明
、
相

談
ほ
か

圜

ふ
れ
あ
い
ネ

ッ
ト
ま

つ
ど
事
務

所

登
3
4
6
・
0
8
6
6

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

○

譲

り

ま
す
（
価

格

無
料

）

〔
木
製
家
具
〕
い
す
（
五
脚
）
◆

ダ

ブ
ル
ベ
ッ
ド
◆
ロ
フ
ト
ベ
ッ
ド
（
ス

チ

ー
ル
製
）
◆

パ
ソ
コ
ン

デ
ス

ク

◆
二
段

ベ
ッ
ド

〔
子
供
田
品
〕
ハ
イ
ア
ン
ド
ロ
ー
チ

ェ
ア
◆
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
（
二
ヵ

月
～

八
ヵ
月

ぐ
ら
い
ま
で
）
◆

ベ

ビ
ー
ベ
ッ
ド

（
二

台
）

〔
ス
ポ
ー
ツ
・
楽
器
〕
電
子
ピ
ア
ノ

［

］
能

楽

講

座

～

能

か

ら

日

本

文

化

を

学

ぶ

～

1
0
月
2
1
日
㈲
、
1
1
月
３
日
㈲
・

1
8日
面
、
1
2月

１
日

出
各
午
後
１

時
3
0分
～
４

時

会
場

霖
の
ホ

ー

ル
2
1
　内

容
能
楽
入
門

・
日
本
の

舞
と

謡

、
能
面

の
種

類
と

用
法

、

能
装
束

の
美
、

デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー

シ

ョ
ン
演
能
　

講
師
観
世
流
能
楽

師
・
八
田
達
弥
氏
　
対
象
十
六
歳

以
卜
の
人

定
員
五
十
人
（
抽
選
）

費
用
三
千
円
（
資
料
代
）

圃
1
0月
1
0日

團
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

官
製
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
（
ふ

り

が
な
）
　・
年

齢

・
電
話
番
号
を

記
入
し

て
、
一
7
2
7
0

－
2
2
5
2

松

戸
市
千
駄
堀

六
四

六
の
四

森

の

ホ
ー
ル
2
1
内
「
能
楽
講
座
係
（
a

3
8
4
・
2
2
2
1

）
　へ

［
］
青

少

年

教

室

・

キ

ッ
ス

和

太

鼓

教

室

………… 日 時 … ……（
…
… …T,･内 容 ……

10/7(日)・14(日)・21 綿

各午後2時～4時

講師による模範演技・太

鼓の基本打ちと豊年太鼓

の練習

10/26R 午後4時～6時 リハーサル

10/28(日)午後 青少年会館文化祭参加

会場青少年会館　講師太鼓奏者・勝木政幸氏ほ

か　対象小学3 年生以上中学生まで（親子可）

定員15 人　 費用無料

圃電話で青少年会館n34 ∠卜8556 へ

◆

男
性
用

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

（
フ
ル

セ

ッ
ト
）
◆

ロ
ー
イ
ン

グ
マ
シ

ー

ン圃
９
月
2
8
日
吻
消
印
有
効
〕
ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
に
希
望
品
名
（
品
物

一
点
に

つ
き

一
人

一
枚

）
　・
住
所

・
氏
名

∴
電
話
番

号

（
昼
問
連
絡

の
と
れ

る
電
話
番

号
）
を
記
入
し

て
、

干
2
7
1
－
0
0
7
3

松
戸
市
小

根
本
七

の
八
京
葉

ガ
ス
Ｆ
松
戸
第

ニ
ヒ

ル
　

松
戸
市
消

費
生
活
課
へ

※
結
果
は
、
翌
月

５
日

ご
ろ
ま
で

に
抽
選
し
当
選

者
の
み
に
連
絡

し
ま
す
。
品
物

を
提

供
さ
れ
た

「

」
赤

十

字

救

急

法

講

習

会

①
1
0月
2
0日

出
・
2
1日

⑥
②
2
8

日

㈲

〔
全
三

回
〕
午
前
９

時
～

午

後

５
時
3
0分

会
場

出
小

金
市

民

セ
ン
タ
ー
②
小
金
原
市
民
セ
ン
タ

ー
　

内
容
応
急
手
当

・
そ
生
法

な

ど
　

対
象
十
五
歳
以
上
で

全
回
出

席
で
き
る
人
　
定
員
先
着
二
十
人

費
用
三
千
円
（
教
本
教
材
費
）

※
検

定
合
格
者
に
救
急
法

救
急
員

認
定
証
を
交
付

圃
電
話
で
赤
十
字
特
殊
奉
仕
団
・

関

登
3
4
3
・
1
2
3
3

へ

【
】
松
戸
地
域
職
業
訓

練
セ
ン

タ
ー
パ
ソ
コ
ン
講
座

講座名 日 時 定員／費用

初めてのWindows 入門
10/18 休)・19㈲ ・25(木)・26 ㈲

吝午前9時30 分～午後4時30分

8人／24,000円

(20,000 円)

パソコンを使つてみよう

対象60歳以上の人

10/4W・5廊各午前9時30分～

正午
6人／7,000円

Ⅲ9 月25日㈹午前9時から、費用を持って直接、松戸職業訓練センタ

ー（小金原1の19の3、登3∠旧－3200 ）窓口へ

※受け付け開始時に定員を超えた場合は抽選となります。

※費用のうち（　　）内は当会員事業所または団体会員のメンバーの

場合です。

人
は
翌
月
1
5日

ご
ろ
ま
で
に
連

絡

が
な

い
場

合
は
希

望
者
が
な

か

っ
た
こ
と

に
な
り

ま
す
。

Ｏ

次
回

掲

載

分
に

つ

い

て

品
物
を

譲
り

た

い
人

は
、
９
月

2
8日

窗
ま
で
に

、
電

話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
（
一
人
三
点
ま
で
）
。

1
0月
2
5日
号
に

掲
載
し
ま
す
。
価

格
は
す

べ
て
無
料

で
、
電
気
製
品

・
日
用
雑

貨
・
衣
料
品

・
食
料
品

・
自
転
車

な
ど
は
扱

い
ま
せ
ん
。

圖
消

費
生
活
課

昔
3
6
6
・
7
3
2
9

［
］
未

知

の

大

陸

南

極

を

知

る

・

南

極

教

室

1
0月
1
3
日

出

～

平

成
1
4
年

５
月

（
毎

月

一
回

程

度

）
　
会

場

新
松

戸

郷
土
資
料
館
ほ
か
　
内
容
南
極
の

自

然

に

関

す

る
こ

と

を

、

南

極

越

冬

隊

経

験

者

や
現

在

越
冬

中

の
松

戸

市

出

身

の
第

四

二

次
南

極

観

測

隊

員

と

、

メ

ー

ル

で

情

報

交

換

を

し

て

学

ぶ
　

対

象

小

学
四

年

～

中

学
三
年
生
定
員
二
十
人
（
抽
選
）

費
用
無
料
（
交
通
費
等
実
費
）

圃
1
0
月

６
日

出

ま

で

に

、

所
定

の

申

し
込

み
用

紙

で
（
用

紙
は

電

話
で

請

求
）

圖

訪

新

松

戸

郷

土

資

料

館

’一一
3
4
4
・

1
9
0
9

（
月

・
火

曜
日

は
休

館

）

［

］
再

雇

用

促

進

講

座

1
0
月
1
6
日
～
1
1
月
2
9
日
の
毎
週

火
・
木
曜
日
（
全
十
四
回
〕
午
後

７
時
～
９

時

会
場
松

戸
地
域
職

業
訓
練
セ

ン
タ
ー
　

内
容

パ
ソ
コ

ン
、
社
会

保
険
・
労

働
保
険
実
務
、

【
】
柿

ノ

木

台

公

園

体

育

館

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会

1
0月
６
日
出
午
後
６
時
～
８
時
、

1
4日

収
・
2
8日

収
午
前
1
0時
～
正

午
、
1
8口

米
午
後

１
時
3
0分
～
３

時
3
0
分
会
場
柿
ノ
木
台
公
園
体

育
館

ト
レ

ー
ニ
ン

グ
室

対
象
十

六
歳
以
上

の
人
　

持
ち
物
運
動

着

・
上
履
き
　

費
用
無
料

圃

当
日
会
場

で

圖

ス
ポ
ー
ツ
課

容
3
6
3
・
9
2
4
1

「

」
健

康

体

操

体

験

教

室

1
0月

の
毎

週
土
曜
日
午
後
３
時

～
５

時

会
場
運
動
公

園
体
育
館

小
体
育

室
　

内
容
リ
ズ
ム
運
動

・

ス
ト
レ
ッ
チ
・
レ
ク
ダ
ン
ス
等

対
象
女
性
　
費
用
一
回
五
百
円

圃

当
日
会

場
で

圖
健
友

会
・
桑
原

昔
3
6
5
・
4
8
0

5
（
夜
間

の
み
）

財
務
実
務
の
総
合

講
座
と
し

て
実

施

対
象
原
則
全

回
出
席

で
き
る

市
内
在
住

・
在
勤

の
人

で
、
再
就

職
を
希
望
す

る
五

十
八
歳
以
上
の

人

定
員
二
十
人

（
抽

選
）
　

費

用
無
料

（
テ
キ
ス
ト
代
実
費

）

※
職
業
相
談

あ
り

圃
1
0月

２
日

㈹
〔
消
印
有
効
〕
ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢

を
記
入
し
て
、
〒

2
7
1

－
8
5
8
8

松

戸
市

根
本
三
八

七

の
五
　

松

戸
市

役
所

商
工

観
光

課
労
政
係
（

登
3
6
6
・
7
3
2
7

）
へ

【
】
企

業

環

境

セ

ミ

ナ

ー

1
0月
2
6日

吻
午
後
１
時
～
５
時

会
場
シ
ャ
ー
プ
幕
張
ビ
ル
（
千
葉

市
美
浜
区
中

瀬
）
　

演
題
I
S
O

1
4
0
0
1

認
証
取
得
と
経
営
革

新

（
講

演
・
パ
ネ
ル

デ
ス

カ
ッ
シ

ョ

ン
）
　

定
員
先
着
二
百

五

十
人

費
用
千
円

匣
1
0月
1
9日

脂
ま
で
に
、
フ
ァ
ク

ス
で
住
所

・
氏
名

・
勤
務
先

と
所

［
］
初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

1
1
月
１
日
～
平
成
1
4
年
２
月
2
8

日

の
毎

週
木

曜

日

、

Ａ

ク

ラ

ス

＝

午

前

９

時

か

ら

、

Ｂ

ク

ラ
ス

＝
午

前
1
0
時
3
0
分

か

ら
　

会

場

栗

ケ
沢

公
園
庭
球
場
対
象
市
内
在
住
・

在
勤
の
人
費
用
一
万
二
千
円
（
保

険

料

を
含

む

）

圃
1
0
月
1
0
日

水
〔
必

着

〕
ま

で

に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電

話

番

号

・
希

望

ク

ラ
ス

・
返

信

用

あ

て
名

を
記

入

し

て

、
一１‐
ｍ
一－
8

6
9
1

松

戸

北

郵

便

局

私

書

箱

一

二
号
松
戸
市
テ
ニ
ス
協
会
・
平

木

（

容
3
3
0・
4
1
1
2

）
　へ

［
］
な

ぎ

な

た

教

室

1
0
月
５
日
～
1
1
月
3
0
日
の
毎
週

金

曜

日

〔
全

八

回

〕

午

前
1
0
時

～

正
午
会
場
運
動
公
園
剣
道
場

対

象

成
人

持
ち

物

運

動

着

費

用

子

四

百

円

（
保

険

料

）

圃

当

日

会

場

で

、
ま

た

は
電

話

で

松

戸

市

な

ぎ

な

た

連
盟

・
野

口

登

3
4
5
・
0
4
1
0

へ

属
を
記
入
し

て
、
環
境

カ
ウ
ン
セ

ラ

ー
千

葉
県

協
議
会

因
0
4
3
・
2
6
5
・

8
5
3
3

へ

圖
土
田

昔
3
4
3
・
0
0
1
6

［

］
社

交

ダ

ン

ス

初

心

者

無

料

講

習

会

1
0
月
５
日
～
1
1
月
3
0
日
の
毎
週

金

曜

日

〔
全

九

回

〕

午

後

６

時

～

７

時
　

会

場
ハ

ケ

崎
市

民

セ

ン

タ

ー
　
費
用
ア
キ
ス
ト
代
千
円

固

ダ

ン

ス

サ

ー
ク

ル

赤

い
靴

・
福

井

昔
ｍ

・
8
5
7
6

［

］
若

手

現

役

Ｂ

級

講

師

に

よ

る

社

交

ダ

ン

ス

講

習

会

1
0月

４
日
～
1
8日
の
毎
週
木
曜

日

〔
全
三

回
〕
午
後
７
時
2
0分
～

９
時
　

会

場
稔
台
市
民
セ
ン

タ
ー

内

容
Ｊ
Ｄ
Ｃ

プ
ロ
モ

ダ
ン
ラ

テ
ン

Ｂ
級
若
手
講
師
に
よ

る
ワ
ル

ツ
・

ル
ン
バ
　

費

用
三
千
円

固

ル
ビ
イ

ダ
ン
ス
サ

ー
ク
ル

・
芹

澤

容
3
6
6
・
8
7
2
5

【

】
健

康

体

操

体

験

教

室

1
0
月
2
2
日
菲
・
2
9
日
丱
、
1
1
月

1
2日

茆

午

後

１

時

～

２

時
3
0
分

会

場

新

松

戸

市

民

セ

ン

タ

ー
　

内

容
健
康
体
操
・
ス
ト
レ
ッ
チ
・
リ

ズ

ム

体

操

対

象

成
人

女

性

定

員
各
先
着
二
十
人
　
費
用
一
回
五

百

円
圃

当
日

会

場

で

固

ポ

ル

カ

・
森

川

登
3
4
7・
５

０
２

［
］
秋

の

市

民

ハ

イ

キ

ン

グ

1
0月
2
1日

㈲
午
前
５

時
3
0分
伊

勢
丹
松
戸
店
開
集
合
、
午
後
９
時

ご
ろ
帰
着
予
定
　
行
き
先
西
吾
妻

山

（
歩
行
六
時
間
程

度
）
　

定
員

［

］
マ

イ

カ

ー

点

検

教

室

1
0月
６
日

出
午
前
1
0時
3
0分
～

午
後
３
時

会
場
運
動
公

園
会
議

室
　

内
容
講
習
と
実
技
　

対

象
運

転
免

許
証
の
あ

る
人

定
員
先
着

五
十
人
程
度
　

持
ち
物
ス
リ
ッ

パ

費
用
無
料
（
昼
食
付
き
）

※
軽

作
業
が
で
き
る
服
装
で

圉
電
話
で
抽
千

葉
県

目
動

車
整
備

振
興
会

松
戸
支
部

豊
3
9
2
・
3
3
1

1
へ

［
］「
だ

っ

く

す

」
ア

ル

バ

イ

ト

を

募

集

障

害
者
の
通
所

の
場
「
だ

っ
く

す
」
で
は
、
作
業

（
さ
を
り
織
り

・
紙
す
き

・
バ
ザ
ー
な

ど
）

の
お

手
伝

い
を
し
て
く
れ

る
ア
ル
バ
イ

ト
を
募
集
し
て

い
ま
す

。

※
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
を

圖
だ

っ
く
す
ｓ
ｍ

・
7
6
7
6

松 戸市民 運動会

【
】
平
成
1
4
年
度
看
護
学
生
（
看

護

科

三

年

課

程

）
を

募

集

願
書
受
付
期
間
衛
星
1
4
年
１
月

７
日
丱
～
1
1
日
蚩
午
前
８
時
3
0
分

～

正

午

・
午

後

１

時

～

５
時
　

試

験
日
〔
一
次
試
験
〕
１
月
2
6
日
出

受

験

資

格
大

学
受

験

の
資

格

が

あ

る
人
　

募

集

人
数

四

十

人

※
入

学

案
内

（
有

料

）

配

布

中

圖

車

孔
病

院

附
属

看

護

専

門

学

校

昔
3
6
7・
4
4
4
4

【
】
我

楽

多

市

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

出

店

者

を

募

集

1
0月
2
7日

出
午
前
1
0時
～
午
後

３
時

〔
雨
天

の
場
合
は
翌
日
〕

会
場
六

実
高
校
跡
地
　

費
用

一
ブ

ー
ス
二

千
円

（
三

片
×
三

び
・
駐

車
場
付
き
）

※
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
を

回

六
実

商
興
会

・
小

星
谷

公
3
8
7
・

地 区 期日・開始時間 会 場 種 目 問い合わせ先

本庁 10/21 臼 午前8時30 分 南部小学校 グラウンド・ゴルフ
運動会種目

石井
a364-ﾜﾜ22

明第一 10/ 8 竕午前8時30 分 運動公園陸上競技場 グラウンド・ゴルフ
運動会種目 草なぎS36 ツー4ﾜ81

明第二 10/14(B)午前8時30
分

〔雨天の場合は10/21(B)]

運動公園陸上競技場

〔雨天の場合は上本郷第
二小学校体育館〕

グラウンド・ゴルフ
運動会種目

秋山
S362-933ﾜ

矢切 10/ 7
旧)午前8時

〔雨天の場合は10/8R:り
柿ノ木台小学校 運動会種目

根本
S362 づ063

東部 10/ 7 紳午前8時30
分

〔雨天の場合は10/21剛
和名ケ谷中学校 運動会種目

河上

O362-4803

小金 10/ 8 竕午前9時 小金北小学校
グラウンド・ゴルフ､ゲ
ートボール、運動会種目

竹内
S343-8146

馬橋 10/28(1日午前8時30分 八ヶ崎小学校 運動会種目
坂田
昔3∠|卜1ﾜﾜ8

新松戸 10/ 8 竕午前9時 馬橋北小学校 運動会種目
宮井
昔34ワー5353

常盤平
10/21午前9時雨天の場合は10/28經

金ヶ作小学校 運動会種目
石川
S38ﾜｰ4558

常盤平

団 地
10/14(1日)午前10 時

金ヶ作公園グラウンド

〔雨天の場合は常盤平第
一小学校体育館〕

運動会種目
常盤平団地自
治会
0388-936ﾜ

小金原 10/ 7(日)
午前9時

〔雨天の場合は10/ 8 螳
栗ヶ沢中学校 運動会種目 高橋

昔38ﾜｰﾌﾜ24

五香六実 10/ 8 冊午前9時 第四中学校 運動会種目
山崎
S38 ワー8890

募
集
し
ま
す

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
講
演

先
着
三
十
人

費
用
一
万
二

千
円
（
往
復

バ
ス
代
・
ゴ

ン
ド
ラ
代
・

保
険
料
）

圈

松
戸
市
山
岳
協
会

・
高

橋

登
3
6
2

・
1
8
0
0

（
夜
間

の
み
）
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見に行こう　聴いてみよう =文化施設だより＝

期 日 内 容(☆は有料) 開演時

間

問い合わせ先

大
ホ
ー
ル

9/29(が 布施明コンサート　　　　　　　　 ☆ 18:00 RO-ON　　　　　　Q365-9911

30 ⑧ ミュージカル噂のファミリー｢1億円の花婿｣☆ 18:00

18:30

14:00

一億円の花婿応援団　Q343-2ﾜ56

10/5R 研ナオココンサートツアー2001〔always〕☆ ちけっとぽ－とQ03-3351ワー9999
6圉 第11回新大正琴演奏会　　　　　　 ☆ 新大正琴サークル・松尾S34で3-3108

8爾 岩崎宏美コンサート2001　　　　　 ☆ 15:00 RO-ON　　　　　　O365-9911

13 圉
小松原庸子プロデュース
スペインフラメンコ舞踊団｢カルメン｣ ☆

17:00
森のホール21チケットセンター

f138 ∠4-3331

14(日)郡愛子名曲コンサート　　　　　　 ☆ 14:00
M  I N-ON チケットセンター

a03-3226-9999

18㈲
労音東葛センター10 周年記念

ロシア民族アンサンブル　　　　　 ☆
18:30

18:30

14:30

RO 一〇N　　　　　　a365-991119窗
労音東葛センター10 周年記念

美輪明宏コンサート2001　　　　　 ☆

10丗
労音東葛センタ一10 周年記念

さとう宗幸& 伊奈かっぺいコンサート☆

21桓）マリンバ・ポニーズコンサート　　 ☆ 14:00 草原の会・内藤 容O∠1ワト 茴日２回

小
ホ
ー
ル

9/29c 尺八演奏会 14:00 苔山派尺八楽会･佐々木fi385-8ﾜ15

30 臼
野口雨情生誕120 年記念

「野口雨情こころの歌」　　　　　　 ☆
18:00 昭和ロマン館・三島　 昔34卜5211

10/7(0) 歌と朗読による「智恵子抄」　　　 ☆ 14:00
歌と朗読による「智恵子抄］実行委員
会・木田　　　　　　登391-1364

8俯
川口日出旺＆ニューセッション

ジャズコンサート　　　　　　　　 ☆
18:30 川口音楽事務所Q0120-48-55 ∠t6

12 銜
コンサート・オペラのタペ

～オペラ「リゴレット」抜粋～　　☆
19:00
小金原でオペラを聰＜会

a345-ﾜ60?

13 圉 松戸声楽勉強会発表会 13:30 松戸声楽勉強会・五味Q391-3 引 ９

18 困
労音東葛センター10周年記念

HIROSHIピアノライブ「ピアノ座」☆
19:00

RO 一〇N　　　　　　 登365-9911

1
9

労音東葛センター10 周年記念

国本武春　浪曲ライブ　　　　　　 ☆
19:00

20(土)ファミリーのための名曲コンサート
上野範子ピアノリサイタル　　　　　☆

14:00
松戸クラシック音楽を楽しむ会

a  36ワー0939

21臼 第53回松戸市文化祭(フラダンスの集い) 13:30 蜷川ヤエ子　　　　　S388-ﾜ365

※月曜日は休館（ただし 、祝日の場合は開館し翌日休館）

市民会館
期日 内 容(☆は有料) 開演時間 問い合わせ先

10/5 窗 常盤平老人福祉センター日本舞踊発表会(坂東流) 13:00 常盤平老人福祉センターQ386-0201

6圉 映画上映「郡上一揆」　　　　　　　 ☆
13:30 松戸市民ネットワーク「松戸で生きた

い私たち」・片岡　　Q341-0918
16:00
18:30

8竕 旭水流舞踊会 10:00 旭水流・旭水　　　　　 容344-6849

14 剛 春風亭小朝　独演会　　　　　　　　 ☆ 14:00 ㈲夢空間・上野　　　　a38 ツー8610

21日 第53回松戸市文化祭（日本舞踊大会） 10:00 教) 社会教育課　　　　Q366-ﾜ462

松戸駅市民ギャラリー

期間 9/27W まで 9/28R ～10/11 ㈲ 10/12R ～25㈲

東
シルクスクリーン版画作品展

皿松本昔3 ∠15-8199

すばるの会洋画展

圖吉田Q  384-209,1

水墨画馬橋教室作品展

囿秋山a  362-ﾜ808

西
パステル会10 号展
昌斎藤fi344-24ﾜ1

「フォート・ディアー」写真展

圈進藤登3∠13-6040

油絵「グループ敬展」

圖吉田a  386-6006

戸定歴史館
期 間 内 容

12/9(日)ま で

企画展「明治の松戸」　戸定邸の主、徳川昭武は、明治40年(1907年）前後に松戸周辺の

あちこちを写真撮影しています。今回の展示では、昭武の古写真と同じ構図で撮影した現

在の風景を比較展示し、松戸の原風景を探ります。

入館時間…午前9時30分～午後4時30分(月曜日は休館。ただし、祝日の場合は開館し翌日休館)

入館料…戸定邸・歴史館共通入館券一般240 円(200 円)、高 一大学生160円(120 円)､小･ 中学生80 円

(60円)個別入館券一般150円(120円)、高・大学生100円(80円)、小･中学生50円(40円)〔(　)内は

団体料金/20人以上〕
※毎月第2・4土曜日は小・中学生の観覧は無料です。

救急医療体制
健康保険証をお忘れなく

◆テレホン案内サービス

〔当日の医療機関( 待 機病院、休日在宅

当直医､ 夜間急病診療所､ 休日土曜日夜

間歯科診療所等) を案内しています]

S366 －0010

平日 午後4 時30 分～ 翌日午前9 時

休日と土曜 午前9 時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所　　 容368-3756

衛生会館内　毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

S365-3430

衛生会館内　午後８時～11 時

市民劇場
期日 内 容(☆は有料) 開演時間 問い合わせ先

9/28 銜
コルネリア・オゴルコウナ

ピアノリサイクル　　　　　　　　　 ☆
19:00
松戸クラシック音楽を楽しむ会

登36 ワー0939

29丗 第21 回中高生英語スピーチコンテスト 13:00 柎松戸市国際交流協会　a  366-7310

10/6c 歌の発表会 11:00 緑川いく子　　S090-1044-9119

7日 夏の歌謡まつリ 12:00 小川千江子　　　　　　昔38 ワー8991

14 ⑤ 箏おさらい会 12:00 箏曲文美会　　　　　　a  363-∠1850

16 ㈹ カラオケコンテスト 18:00 健康カラオケ普及会　音3剣-3623

21(日)みみミュージック発表会 13:30 岡本潤也　　　　　a3 利 一ﾜ554

※月曜日は休館（ただし、祝日の場合は開館し翌日休館）

文化ホールギャラリー
期間 内 容 問い合わせ先

9/30(0)まで 第25回記念麦の会洋画展 桑原利雄　　　　　　 公34ﾜｰﾜ030

9/30０ まで 第26回丙辰戸書展 加藤雅章　　　　　　　　a  362-4261

10/ 2㈲～7 日 創美会第31回展 本祥保彦　　　　　　　　a  344-8258

9㈹～14(日) 第19回グループK展 志村幸男　　　　　　　　容38 ワー5823

13 圉･14 剛 ＭＯＡ美術館松戸児童作品展 山火光俊　　　　　　公330-664'ﾜ

19 ㈲～21(日) 松戸市小中学生観光絵画展 市）商工観光課　　　　　f1 366-ﾜ32ﾜ

23 ㈹～28(日) 第10回萌樹会展 佐々木誠　　　　　　　　 登3 ∠12-2542

23 ㈹～28(日) 野鳥との出会いパートⅡ 森武恒　　　　　≫ 03 -360ワー58ﾜ6

開館時間…午前10時～午後6時　※月曜日は休館

博物館　（21世紀の森と広場内）

期 間 内 容　　　　 ’

10/2  W ～31 ㈲
午後1時15分・３

時15分から上映

(土・日・祝日は

午前11 時からも

上映)

ハイビジョン映像「故宮　至宝が語る中華五千年⑩　亡国の文人たち～元」く上映時

間60分〉 会場講堂　観覧無料
11月＝「故宮至宝が語る中華五千年⑩紫禁城風雲録～明」〈上映時間60分〉

※10月の全日曜日、11/11㈲）は講演会開催のため午後1時15分からの上映は中止し

ます。

10/21(1日)・27 ①

・28(日)、11/4(日)

･11/18(E]洛 午前

10[殕～ 午後３時

[全5 回]

体験教室｢ 縄文土器をつくる｣

内容成形・文様付けから磨き・焼成まで、一連の縄文土器の製作工程を体験。
講師あきる野市文化財審議委員・河野重義氏　会場実習室・森の工芸館( 予定)

定員15人(抽選・初めて参参加される人を優先)
費用1,000円程度( 材料費)
畄10 月12 日廊〔必着〕までに、往復ハガ牛に住所・氏名・電話番号を記入して、〒

270-2252 松戸市千駄堀6ﾜ1　市立博物館｢縄文土器をつくる｣係(f138∠1-82ﾜ2)へ

江戸時代旅装束の試着体験毎月第1日曜日午後1時・2時・3時・4時から各回男女各1人
圃電話で試着体験係S384-8272 へ

休館日月曜日（ただし、祝日の場合は開館し翌日休館）・第4金曜日・年末年始(12/28 ～1/4)　 開
館時間午前9時30 分～午後5時（入館は午後4時30 分まで） 常設展示観覧料一般300 円（240 円）、高・

大学生150 円(100 円）、小・中学生100 円（60円）〔（　　）内は団体料金/20人以上〕

※毎月第2・4土曜日は常設・特別展とも小・中学生の観覧は無料です。

ガイドツアー（常設展示解説）毎日午前10時・午後2時から30分間（参加者は観覧料が必要です）

学芸員による展示スポット解説毎週日曜日午後2時30分から20分間（参加者は観覧料が必要です）

※来館者専用の駐車場はありませんので、21世紀の森と広場の有料駐車場をご利用＜ださい。

期 間 内 容

展
示
9/26K)～30 糾 農とふれあう作品展　ＪＡまつど女性部

10/6圉～20 圉 みんなが写した21世紀の森と広場写真展

10/30W ～11/4 臼 第8回草木染展　ザ・糸ぐるま

観
察
会

10/ 7([])午前10時～11時30分 昆虫ウオツチング 講師自然解説員・佐藤隆士氏

10/20(土)午前10時～11時30 分 野草ウオツヂチング講師自然解説員川端祥子氏

10/28)日)午前10時～11時30分 バードウォッチング講師自然解説員・小池昤爾氏

定員先着25人　費用無料
圃当日パークセンターで〔雨天中止〕

相談 毎週水・土・日曜日と祝日、午前10時～

正午と午後1時～3時30分

みどりの相談員による花や緑に関する相談（電話で

も受け付けます）

開館時間…午前9時～午後4時30分

※月曜日は休館(ただし、祝日の場合は開館し翌日休館)

相談名 期日 時 間 会 場 相談名 相談名 期 日 時 間 会 場 ． 圃

市政一 般
月～金曜日

午前8時30分～午後5時
市民相談課 ※市HR

11

人権相談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談ｺｰﾅｰ千葉
地方
法務
局松
戸支
局福
祉事
務所
援護
係

交通事故 午前9時～午後5時 1(月) 馬 橋支所

六実支所2㈹
法律相談

(予約制)

月･火･木曜日 午後1時～5時

午前9時～正午
市
役
所
相
談
コ
ー
ナ
ー

2(火) 小 金支所
第1月曜日

3冰） 常盤平支所
税務相談 第2金曜日 午後1時～5時

3團 新松戸市民センター

登記相談 第3金曜日 午後1時～4時30分 4木 小金原市民センター

行政相談 第2・第4月曜日 午後1時～3時 ※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(0363 一6278)でも行っています。

不動産相談 水曜日 午後1時～5時 心

配

~き

と

相

談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談ｺｰﾅｰ 社会
福祉
協議
会

外国人相談 第2・第4火曜日 午前9時～正午 1(月)

2㈹

馬 橋支所

六実支所
住宅ﾘﾌｫｰﾑ 第3水曜日 午前10時～午後4時 住宅課

2詢 小金支所
労働相談 第1・第3月曜日 午後1時～5時 商工観光

課労政係
3團・17(水) 常盤平支所

※労働・女性相談は東葛飾支庁商工労政課( 登361-4089)でも行っています。
3 團 ・17( 水)

一 一一一一一　　　 一一
4 附 ・18 團

新松戸市民センター

巡

回

年

金

相

談

2㈹

5蚩

午前10時～午後3時

常盤平支所 国

民

年
金

昔 課

叩

ｊ

Ｍ

小金原市民センター
小 金 支 所

一一一一 一一一一
小 金 原 支 所

痴ほう介護相談 26(#) 午後1時～3時 社会福祉協議会

9詢 ゆ う ま つ ど

こころの相談

(予 約制)

第1～第4月曜日
午前10時～午後4時

女性 センター
（相談 室直 通）

O363-0505

12淦） 馬 橋 支所 第2～第4木曜日

16 ㈹ 六 実 支所 第1木曜日 午後2時～8時

19淦） 新松戸支所 パ ー ト 労 働
悩みごと相談 2詢

午後1時30分～

午後4時30分
女 性 セン ター
S364-8778

23火 矢 切 支所
就学相談( 予約制)

月～金曜日
午前9時～正午・

刹麦Ｕ韵O分～4時30分

教育研究所(相談専用)

0366-7600
26窗 東 部 支所

教育相談( 予約制)
消費生活相談 月～金曜日 午前8吻O 分～午後4時

消費生活センター
S365-6565 青 少年相談( 電話)

月～金曜日

午前8時30分～
午後4時30分

こ ども 課
fi363 一7867

子育て相談 月～金曜日 午前8時30分～午後5時
すくすく沮r-と218367-4646

CMC子育て支援ｾﾝﾀｰ8394-5590青少年相談( 来所)

〔予約制〕

午前8時30分～

午後5時

こ ども 課

Q366-7464家庭児童相談 月～金曜日 午前9時～午後5時 児童福祉課内f1366-7347

母子婦人相談 月～金曜日 午前8時45分～午後5時 児童福祉課内f1366-7347※住宅課S366-7366 、商工観光課S366-7327

お気軽にご相談＜ださい
Ｉ Ｏ 月の相談あんない ○・

相談はすべて無料です。閉庁日の相談はありません。

森のホール2

1
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